


防
災
力
を
高
め
よ
う

大
丈
夫
で
す
か
？
災
害
時
の
備
え

特
集

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
い
わ
れ
る
異
常
気

象
や
集
中
豪
雨
・
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
自
然
災
害
は
突
如
と
し
て
私
た
ち
に
襲

い
か
か
り
ま
す
。

　

梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
防
災
に
つ
い
て

考
え
、
緊
急
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　

安
全
対
策
課
（
内
線
２
１
７
）

　

市
内
に
は
、
主
要
な
河
川
と
し
て
、
多
良
岳
を
水
源

と
す
る
郡
川
を
は
じ
め
、
大
上
戸
川
、
内
田
川
、
鈴
田

川
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
水
源
か
ら
河
口
ま
で

が
短
い
た
め
、集
中
豪
雨
や
連
続
降
雨
な
ど
の
時
に
は
、

予
想
以
上
の
早
さ
で
氾
濫
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
水
災
害
に
加
え
、
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
、

土
石
流
と
い
っ
た
土
砂
災
害
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
が
長
崎
県
下
を
通
過
す
る
回
数
は
、
全

国
で
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
に
次
い
で
多
く
、
台
風
被
害

に
対
す
る
警
戒
も
必
要
で
す
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
は
、
平
成
18
年
９
月
の
台
風
13
号
は
市
内
に
も
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
地
震
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
き

た
九
州
で
も
、
福
岡
県
西
方
沖
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
の
大
地
震
が
発
生
し
た
よ
う

に
、
地
震
災
害
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

突
如
と
し
て
襲
っ
て
く
る
こ
れ
ら
の
自

然
災
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

　

　

非
常
持
出
品
に
は
、
災
害
発
生
時
に
す
ぐ
に
持
ち
出

す
１
次
持
出
品
と
、
そ
の
後
、
救
援
物
資
が
届
く
ま
で

の
数
日
間
（
最
低
で
も
３
日
間
）
生
活
す
る
た
め
の
２

次
持
出
品
が
あ
り
ま
す
。
非
常
持
出
品
の
準
備
は
防
災

対
策
の
基
本
で
す
。
家
族
構
成
に
合
わ
せ
て
必
要
最
小

限
の
も
の
を
ま
と
め
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ

て
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

【
１
次
持
出
品
の
例
】

　

□
食
料
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
乾
パ
ン
、
缶
詰
な
ど
）

　

□
飲
料
水
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
が
便
利
）

　

□
貴
重
品（
現
金
、預
貯
金
通
帳
、印
か
ん
、免
許
証
な
ど
）

　

□
生
活
用
品
（
衣
類
、
軍
手
、
缶
切
り
、
ラ
イ
タ
ー
、

　
　

ナ
イ
フ
な
ど
）

　

□
救
急
医
薬
品
（
き
ず
薬
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、
常
備

　
　

薬
な
ど
）

　

□
懐
中
電
灯
（
で
き
れ
ば
一
人
に
ひ
と
つ
ず
つ
）

　

□
携
帯
ラ
ジ
オ
（
小
型
で
軽
い
も
の
）

　

□
予
備
電
池

　

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
頭
巾

第 1部 自分や家族を守る
　

防
災
の
心
得
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
災
害
に

対
し
て
日
ご
ろ
か
ら
関
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。
災

害
が
発
生
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
避
難
場
所
・

避
難
ル
ー
ト
の
確
認
、
非
常
持
出
品
の
準
備
な
ど

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

台
風
や
大
雨
は
あ
る
程
度
、
事
前
に
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
気
象
情
報
を

入
手
し
、
危
な
い
と
思
っ
た
ら
早
目
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
避
難
勧
告
が
出
て
か
ら
で
は
、
雨
風

が
強
く
な
っ
て
い
て
危
険
で
す
。
特
に
高
齢
者
や

子
ど
も
は
早
め
に
自
主
避
難
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

地
震
に
つ
い
て
も
、
平
成
17
年
３
月
に
発
生
し

た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
想

定
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
近
年
、
市
内
で
は
大
き
な
自
然
災
害
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
地
域
は
大
丈
夫
と

油
断
し
な
い
で
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。

　

ま
た
、
全
域
的
に
発
生
す
る
災
害
に
対
し
て
は

公
的
機
関
だ
け
で
は
す
べ
て
に
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
連
絡
を
受
け
て
も
、
け
が
人
な
ど
人
的
な
被

害
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
公
的
な
助
け
ば

か
り
で
は
な
く
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
「
自
助
」、
地
域
住
民
で
協
力
し
て
助
け
合
う

と
い
う
「
共
助
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

三　浦

鈴　田

大　村

地区別 避難場所

大　村

西大村

地区別 避難場所

竹　松

萱　瀬

福　重

松　原

地区別 避難場所

三 浦 小 学 校
三浦住民センター

富の原小学校
竹 松 小 学 校
ろ う 学 校
竹松住民センター

萱 瀬 小 学 校
黒 木 小 学 校
萱 瀬 中 学 校
萱瀬住民センター

福 重 小 学 校
郡 中 学 校
福重住民センター

松 原 小 学 校
松原住民センター

武 道 館
こどもセンター
大村養護学校
中 央 小 学 校
放虎原小学校
西大村小学校
西大村中学校
桜が原中学校
大村工業高校
県央農協大村中央支店
総合福祉センター
本 経 寺
正 法 寺
中地区住民センター
西大村地区コミセン
池 田 公 民 館
大 村 郵 便 局

鈴 田 小 学 校
鈴田住民センター

東大村小学校
旭が丘小学校
大 村 小 学 校
三 城 小 学 校
玖 島 中 学 校
大 村 中 学 校
大村城南高校
大 村 高 校
体育文化センター
（シーハットおおむら）
市 役 所
市 民 会 館

※災害の規模により開設しない場所があります。事前に安全対策課にお問い合わせください。

大村消防署予防設備課

災
害
時
に
は
自
助
共
助
が
重
要楠本政人課長

自
然
災
害
の
脅
威

　

地
震
を
早
目
に
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

台
風
や
豪
雨
は
あ
る
程
度
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
風
水
害
対
策
の
基
本
は
情
報
収
集
か

ら
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
天
気
予
報
に
気
を
か
け
、
注
意

が
必
要
な
と
き
に
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
最
新
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
お

市
で
は
、
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
大
上
戸
川
や

郡
川
の
浸
水
想
定
区
域
や
避
難
場
所
な
ど
を
示
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　　

市
で
は
、
火
災
・
気
象
情
報
・
避
難
場
所
の
開
設

な
ど
災
害
に
関
す
る
情
報
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
に
ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
登
録
が
必
要

で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
携
帯
電
話
か
ら
登

録
で
き
ま
す
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.om

ura.nagasaki.jp/

早
め
に
情
報
収
集
し
よ
う

緊
急
避
難
場
所
を
確
認
し
よ
う

非
常
持
出
品
を
準
備
し
よ
う

昭和 23年 9月

昭和 28年 6月

昭和 32年 7月

昭和 42年 7月

昭和 57年 7月

平成 2 年 6月

平成 3 年 9月

平成 18年 9月

佐世保豪雨 死者・行方不明者 108人

死者・行方不明者 782人

死者 25人

死者・行方不明者 50人

死者・行方不明者 44人

死者 5人　被害額約 797億円

被害額約 190億円

死者・行方不明者 299人

西日本水害

諫早水害

佐世保豪雨

長崎水害

雲仙普賢岳噴火災害

台風 19号

台風 13号

県内における主な災害

平成 18年 9月の台風 13号により壁が損壊した
放虎原小学校の体育館

防
火
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

長
崎
県
河
川
砂
防
情
報
シ
ス
テ
ム
（
ナ
ッ
ク
ス
）

　

県
で
は
、
県
内
各
地
の
雨
量
や
主
要
な
河
川
水
位

の
観
測
情
報
、
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

http://w
w
w
.kasen-sabo.pref.nagasaki.jp/

●
携
帯
電
話
（
ｉ
モ
ー
ド
の
場
合
）

　

http://w
w
w
.kasen-sabo.pref.nagasaki.jp/i/

　

▲
携
帯
電
話
か
ら
は

　

Q
R
コー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●大村警察署 110番、☎%40110
●大村消防署 119番、☎%24138
●大村市災害対策本部 ☎%35999
●大村市水道局 ☎%31111
●九州ガス大村支店 ☎%33320

●九州電力大村営業所   70120-986-403
　停電状況のお知らせ
　  ●インターネット http://www.kyuden.co.jp/
　  ●携帯電話 http://kyuden.jp/
●Ｎ Ｔ Ｔ　　113番

緊急通報先

【
２
次
持
出
品
の
例
】

　

□
食
品
（
缶
詰
、ア
ル
フ
ァ
米
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）

　

□
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
）

　

□
燃
料（
卓
上
コ
ン
ロ
、ガ
ス
ボ
ン
ベ
、固
形
燃
料
な
ど
）

　

□
生
活
用
品
（
衣
類
、毛
布
、調
理
用
具
、ポ
リ
タ
ン
ク
、

　
　

バ
ケ
ツ
、
各
種
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
な
ど
）

※

市
で
は
緊
急
時
に
備
え
、
３
，０
０
０
食
程
度
の
食

料
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
　

プロに聞く防災の心得
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防
災
力
を
高
め
よ
う

大
丈
夫
で
す
か
？
災
害
時
の
備
え

特
集

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
い
わ
れ
る
異
常
気

象
や
集
中
豪
雨
・
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
自
然
災
害
は
突
如
と
し
て
私
た
ち
に
襲

い
か
か
り
ま
す
。

　

梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
防
災
に
つ
い
て

考
え
、
緊
急
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　

安
全
対
策
課
（
内
線
２
１
７
）

　

市
内
に
は
、
主
要
な
河
川
と
し
て
、
多
良
岳
を
水
源

と
す
る
郡
川
を
は
じ
め
、
大
上
戸
川
、
内
田
川
、
鈴
田

川
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
水
源
か
ら
河
口
ま
で

が
短
い
た
め
、集
中
豪
雨
や
連
続
降
雨
な
ど
の
時
に
は
、

予
想
以
上
の
早
さ
で
氾
濫
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
水
災
害
に
加
え
、
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
、

土
石
流
と
い
っ
た
土
砂
災
害
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
が
長
崎
県
下
を
通
過
す
る
回
数
は
、
全

国
で
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
に
次
い
で
多
く
、
台
風
被
害

に
対
す
る
警
戒
も
必
要
で
す
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
は
、
平
成
18
年
９
月
の
台
風
13
号
は
市
内
に
も
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
地
震
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
き

た
九
州
で
も
、
福
岡
県
西
方
沖
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
の
大
地
震
が
発
生
し
た
よ
う

に
、
地
震
災
害
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

突
如
と
し
て
襲
っ
て
く
る
こ
れ
ら
の
自

然
災
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

　

　

非
常
持
出
品
に
は
、
災
害
発
生
時
に
す
ぐ
に
持
ち
出

す
１
次
持
出
品
と
、
そ
の
後
、
救
援
物
資
が
届
く
ま
で

の
数
日
間
（
最
低
で
も
３
日
間
）
生
活
す
る
た
め
の
２

次
持
出
品
が
あ
り
ま
す
。
非
常
持
出
品
の
準
備
は
防
災

対
策
の
基
本
で
す
。
家
族
構
成
に
合
わ
せ
て
必
要
最
小

限
の
も
の
を
ま
と
め
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ

て
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

【
１
次
持
出
品
の
例
】

　

□
食
料
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
乾
パ
ン
、
缶
詰
な
ど
）

　

□
飲
料
水
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
が
便
利
）

　

□
貴
重
品（
現
金
、預
貯
金
通
帳
、印
か
ん
、免
許
証
な
ど
）

　

□
生
活
用
品
（
衣
類
、
軍
手
、
缶
切
り
、
ラ
イ
タ
ー
、

　
　

ナ
イ
フ
な
ど
）

　

□
救
急
医
薬
品
（
き
ず
薬
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、
常
備

　
　

薬
な
ど
）

　

□
懐
中
電
灯
（
で
き
れ
ば
一
人
に
ひ
と
つ
ず
つ
）

　

□
携
帯
ラ
ジ
オ
（
小
型
で
軽
い
も
の
）

　

□
予
備
電
池

　

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
頭
巾

第 1部 自分や家族を守る
　

防
災
の
心
得
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
災
害
に

対
し
て
日
ご
ろ
か
ら
関
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。
災

害
が
発
生
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
避
難
場
所
・

避
難
ル
ー
ト
の
確
認
、
非
常
持
出
品
の
準
備
な
ど

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

台
風
や
大
雨
は
あ
る
程
度
、
事
前
に
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
気
象
情
報
を

入
手
し
、
危
な
い
と
思
っ
た
ら
早
目
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
避
難
勧
告
が
出
て
か
ら
で
は
、
雨
風

が
強
く
な
っ
て
い
て
危
険
で
す
。
特
に
高
齢
者
や

子
ど
も
は
早
め
に
自
主
避
難
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

地
震
に
つ
い
て
も
、
平
成
17
年
３
月
に
発
生
し

た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
想

定
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
近
年
、
市
内
で
は
大
き
な
自
然
災
害
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
地
域
は
大
丈
夫
と

油
断
し
な
い
で
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。

　

ま
た
、
全
域
的
に
発
生
す
る
災
害
に
対
し
て
は

公
的
機
関
だ
け
で
は
す
べ
て
に
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
連
絡
を
受
け
て
も
、
け
が
人
な
ど
人
的
な
被

害
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
公
的
な
助
け
ば

か
り
で
は
な
く
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
「
自
助
」、
地
域
住
民
で
協
力
し
て
助
け
合
う

と
い
う
「
共
助
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

三　浦

鈴　田

大　村

地区別 避難場所

大　村

西大村

地区別 避難場所

竹　松

萱　瀬

福　重

松　原

地区別 避難場所

三 浦 小 学 校
三浦住民センター

富の原小学校
竹 松 小 学 校
ろ う 学 校
竹松住民センター

萱 瀬 小 学 校
黒 木 小 学 校
萱 瀬 中 学 校
萱瀬住民センター

福 重 小 学 校
郡 中 学 校
福重住民センター

松 原 小 学 校
松原住民センター

武 道 館
こどもセンター
大村養護学校
中 央 小 学 校
放虎原小学校
西大村小学校
西大村中学校
桜が原中学校
大村工業高校
県央農協大村中央支店
総合福祉センター
本 経 寺
正 法 寺
中地区住民センター
西大村地区コミセン
池 田 公 民 館
大 村 郵 便 局

鈴 田 小 学 校
鈴田住民センター

東大村小学校
旭が丘小学校
大 村 小 学 校
三 城 小 学 校
玖 島 中 学 校
大 村 中 学 校
大村城南高校
大 村 高 校
体育文化センター
（シーハットおおむら）
市 役 所
市 民 会 館

※災害の規模により開設しない場所があります。事前に安全対策課にお問い合わせください。

大村消防署予防設備課

災
害
時
に
は
自
助
共
助
が
重
要楠本政人課長

自
然
災
害
の
脅
威

　

地
震
を
早
目
に
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

台
風
や
豪
雨
は
あ
る
程
度
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
風
水
害
対
策
の
基
本
は
情
報
収
集
か

ら
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
天
気
予
報
に
気
を
か
け
、
注
意

が
必
要
な
と
き
に
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
最
新
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
お

市
で
は
、
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
大
上
戸
川
や

郡
川
の
浸
水
想
定
区
域
や
避
難
場
所
な
ど
を
示
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　　

市
で
は
、
火
災
・
気
象
情
報
・
避
難
場
所
の
開
設

な
ど
災
害
に
関
す
る
情
報
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
に
ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
登
録
が
必
要

で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
携
帯
電
話
か
ら
登

録
で
き
ま
す
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.om

ura.nagasaki.jp/

早
め
に
情
報
収
集
し
よ
う

緊
急
避
難
場
所
を
確
認
し
よ
う

非
常
持
出
品
を
準
備
し
よ
う

昭和 23年 9月

昭和 28年 6月

昭和 32年 7月

昭和 42年 7月

昭和 57年 7月

平成 2 年 6月

平成 3 年 9月

平成 18年 9月

佐世保豪雨 死者・行方不明者 108人

死者・行方不明者 782人

死者 25人

死者・行方不明者 50人

死者・行方不明者 44人

死者 5人　被害額約 797億円

被害額約 190億円

死者・行方不明者 299人

西日本水害

諫早水害

佐世保豪雨

長崎水害

雲仙普賢岳噴火災害

台風 19号

台風 13号

県内における主な災害

平成 18年 9月の台風 13号により壁が損壊した
放虎原小学校の体育館

防
火
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

長
崎
県
河
川
砂
防
情
報
シ
ス
テ
ム
（
ナ
ッ
ク
ス
）

　

県
で
は
、
県
内
各
地
の
雨
量
や
主
要
な
河
川
水
位

の
観
測
情
報
、
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

http://w
w
w
.kasen-sabo.pref.nagasaki.jp/

●
携
帯
電
話
（
ｉ
モ
ー
ド
の
場
合
）

　
http://w

w
w
.kasen-sabo.pref.nagasaki.jp/i/

　

▲
携
帯
電
話
か
ら
は

　

Q
R
コー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●大村警察署 110番、☎%40110
●大村消防署 119番、☎%24138
●大村市災害対策本部 ☎%35999
●大村市水道局 ☎%31111
●九州ガス大村支店 ☎%33320

●九州電力大村営業所   70120-986-403
　停電状況のお知らせ
　  ●インターネット http://www.kyuden.co.jp/
　  ●携帯電話 http://kyuden.jp/
●Ｎ Ｔ Ｔ　　113番

緊急通報先

【
２
次
持
出
品
の
例
】

　

□
食
品
（
缶
詰
、ア
ル
フ
ァ
米
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）

　

□
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
）

　

□
燃
料（
卓
上
コ
ン
ロ
、ガ
ス
ボ
ン
ベ
、固
形
燃
料
な
ど
）

　

□
生
活
用
品
（
衣
類
、毛
布
、調
理
用
具
、ポ
リ
タ
ン
ク
、

　
　

バ
ケ
ツ
、
各
種
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
な
ど
）

※

市
で
は
緊
急
時
に
備
え
、
３
，０
０
０
食
程
度
の
食

料
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
　

プロに聞く防災の心得
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災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

私
た
ち
の
住
む
地
域
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
建

物
の
崩
壊
や
火
災
の
発
生
、

水
道
や
消
火
設
備
・
道
路

の
崩
壊
、
多
数
の
負
傷
者

…

。
各
地
で
多
発
す
る
被

害
に
対
し
て
公
的
防
災
機

関
が
十
分
に
対
処
で
き
な

い
場
合
も
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
被

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め

る
に
は
、
地
域
住
民
に
よ

る
組
織
的
な
防
災
活
動
が
必
要
で
す
。
住
民
同
士
が
協
力
し
て
自
発

的
に
つ
く
る
「
自
主
防
災
組
織
」
は
、
地
域
防
災
活
動
の
拠
点
に
な

り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
は
、
地
域
住
民
が
自
発
的

に
救
出
・
救
助
活
動
を
し
て
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
そ
の
後
の
復
興

に
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

「
自
分
た
ち
の
家
族
や
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識

で
積
極
的
に
自
主
防
災
組
織
に
参
加
し
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

第２部 地域を守る特集 防災力を高めよう

　

松
並
１
丁
目
町
内
会
の
加
入
世
帯
は
２
５
０
世

帯
。
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
人
と
新
し
く
移
り
住

ん
だ
人
が
半
々
と
い
う
西
大
村
地
区
の
閑
静
な
住

宅
街
で
あ
る
。
そ
の
町
内
会
の
自
主
防
災
組
織
が

「
松
並
１
丁
目
自
主
防
災
隊
」
だ
。
平
成
19
年
に

は
そ
の
活
動
に
対
し
て
市
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。
隊
長
の
中
村
さ
ん
は
町
内
会
長
を
11
年
間
務

め
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織
設
立
の
立
役
者
で
も

あ
る
。

　

中
村
さ
ん
が
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を
感
じ

た
の
は
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
だ
っ
た
。

テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ
る
被
災
地
の
惨
状
を
見

て
、「
今
の
時
代
は
ど
の
よ
う
な
災
害
が
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
万
が
一
に
備
え
て
町
内
で

も
防
災
訓
練
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
と
痛

感
し
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
町
内
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
平
成
11
年
11
月
に
松
並
１
丁
目
自
主
防
災

隊
を
設
立
し
た
。

　

自
主
防
災
隊
で
は
こ
れ
ま
で
に
３
回
、
町
内
会

総
出
の
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

18
年
７
月
30
日
に
行
っ
た
訓
練
に
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
約
２
８
０
人
が
参
加
し
た
。
班
ご

と
に
決
め
ら
れ
た
集
合
場
所
に
集
ま
り
、
人
員
を

確
認
し
た
う
え
で
高
齢
者
は
担
架
で
搬
送
、
他
の

住
民
は
ロ
ー
プ
を
握
っ
て
班
長
が
避
難
場
所
で
あ

る
西
大
村
中
学
校
ま
で
誘
導
し
た
。
そ
の
あ
と
消

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
自
主
防
災
組
織0

5

10

15

20

25

30

35

阪神・淡路大震災における生き埋めや閉じこめられた際の救助方法

寿古町内会自主防災会

前舟津町内会自主防災クラブ

坂口町内会自主防災部

上駅通り商店会自主防災会

下駅通り商店会自主防災会

植松 2丁目自主防災会

沖田町内会自主防災会

松並 2丁目自主防災組織

乾馬場町内会自主防災部

中岳町内自主防災会

田下町自主防災会

宮代町自主防災会

黒木町自主防災会

原町自主防災会

久良原自主防災会

南川内自主防災会

北川内町内会自主防災会

須田ノ木町内会自主防災会

松並 1丁目自主防災隊

桜馬場第二町内会自主防災会

桜馬場第一町内会自主防災会

水計町自主防災会

雇用促進住宅寿古宿舎自主防災会

北松本自主防災会

南松本自主防災会

赤佐古自主防災組織

小佐古自主防災組織

荒瀬町自主防災組織

福重町自主防災組織

武留路町内会自主防災組織

今山町自主防災組織

さつき台町内会自主防災組織

下諏訪町内会自主防災組織

小川内町内会自主防災組織

内倉町内会自主防災組織

陰平上町内会自主防災組織

陰平下町内会自主防災組織

寺本町内会自主防災組織

梶の尾団地町内会自主防災組織

大川田町内会自主防災組織

平町町内会自主防災組織

武部町内会自主防災会

日泊町内会自主防災会

新城町内会自主防災組織

協和町町内会自主防災組織

今村町内会自主防災組織

市内の自主防災組織の結成状況　 5 月 1日現在（結成順）

（社）日本火災学会
『兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書』より

家族に 友人・
隣人に

通行人に 救助隊に その他自力で

あなたの地域に自主防災組織はありますか？

大村市の自主防災組織数　46組織
大村市の自主防災組織率　25.1％（　　 　）
　　　　　　※いずれも５月１日現在

●三浦地区　　 3組織
●鈴田地区　　 5組織
●大村地区　　 6組織
●西大村地区  10組織
●萱瀬地区　　 9組織

●竹松地区　 1組織
●福重地区　 4組織
●松原地区　 6組織
●その他　　 2組織

　

大
村
市
の
自
主
防
災
組
織
数
は
、
５
月
１
日
現
在
で
46
組
織
。
組

織
率
は
25
・
１
％
に
と
ど
ま
り
、
全
国
の
66
・
７
％
（
平
成
18
年
４

月
１
日
現
在
）、
県
全
体
の
37
・
８
％
（
平
成
19
年
３
月
31
日
現
在
）

と
比
べ
て
も
低
い
状
況
で
す
。

　

市
で
は
町
内
会
に
呼
び
か
け
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
声
を
掛
け
合
う
身
近
な
人
た
ち
と
の
交

流
や
助
け
合
い
の
精
神
が
自
主
防
災
組
織
と
な
っ
て
、
過
去
に
も
大

災
害
か
ら
多
く
の
尊
い
命
を
救
っ
て
ま
す
。

　

突
然
襲
い
か
か
る
自
然
災
害
。
被
害
を
「
０
」
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
自
分
や
地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

防
署
員
の
指
導
で
消
火
訓
練
や
地
震
体
験
車
の
試

乗
、
煙
霧
体
験
な
ど
も
行
っ
た
。「
実
際
に
体
験

す
る
こ
と
が
重
要
。
体
験
し
た
こ
と
が
い
ざ
と
い

う
時
、
生
き
て
く
る
」
と
中
村
さ
ん
は
話
す
。
町

内
会
で
こ
れ
だ
け
大
掛
か
り
に
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
他
に
な
く
、
消
防
関
係
者
も
驚
い
て
い
た
そ

う
だ
。
参
加
し
た
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
勉
強

に
な
っ
た
」「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声

を
多
く
聞
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

松
並
１
丁
目
町
内
会
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

ほ
か
に
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
も
設
立
し
て
お
り
、
年

に
２
、
３
回
、
消
防
署
か
ら
講
師
を
招
い
て
消
火

訓
練
や
救
急
救
命
法
な
ど
の
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
こ

と
で
、
確
実
に
町
内
の
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
い

る
と
中
村
さ
ん
は
言
う
。
ま
た
、「
防
災
訓
練
の

他
に
町
内
全
員
が
集
ま
る
機
会
は
め
っ
た
に
な

い
。
普
段
会
わ
な
い
人
同
士
が
同
じ
体
験
を
共
有

し
話
を
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
、
新
し
い
絆
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が
大
切
な

ん
で
す
」
と
話
す
。

　

次
回
の
自
主
防
災
訓
練
は
、
平
成
21
年
を
予
定

し
て
い
る
。
中
村
さ
ん
は
「
何
事
も
町
内
の
皆
さ

ん
の
協
力
が

な
い
と
で
き

な
い
。
皆
さ

ん
の
声
を
よ

く
聞
き
な
が

ら
一
緒
に
活

動
し
て
い
き

た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を

話
さ
れ
た
。

　

松並１丁目自主防災隊　隊長　中村慶治さんわが地域の自主防災組織

（％）

けい　じ

た
ん　

か

き
ず
な

結成世帯数
大村市の全世帯数

広報おおむら  2008年6月号 �



　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

私
た
ち
の
住
む
地
域
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
建

物
の
崩
壊
や
火
災
の
発
生
、

水
道
や
消
火
設
備
・
道
路

の
崩
壊
、
多
数
の
負
傷
者

…

。
各
地
で
多
発
す
る
被

害
に
対
し
て
公
的
防
災
機

関
が
十
分
に
対
処
で
き
な

い
場
合
も
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
被

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め

る
に
は
、
地
域
住
民
に
よ

る
組
織
的
な
防
災
活
動
が
必
要
で
す
。
住
民
同
士
が
協
力
し
て
自
発

的
に
つ
く
る
「
自
主
防
災
組
織
」
は
、
地
域
防
災
活
動
の
拠
点
に
な

り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
は
、
地
域
住
民
が
自
発
的

に
救
出
・
救
助
活
動
を
し
て
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
そ
の
後
の
復
興

に
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

「
自
分
た
ち
の
家
族
や
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識

で
積
極
的
に
自
主
防
災
組
織
に
参
加
し
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

第２部 地域を守る特集 防災力を高めよう

　

松
並
１
丁
目
町
内
会
の
加
入
世
帯
は
２
５
０
世

帯
。
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
人
と
新
し
く
移
り
住

ん
だ
人
が
半
々
と
い
う
西
大
村
地
区
の
閑
静
な
住

宅
街
で
あ
る
。
そ
の
町
内
会
の
自
主
防
災
組
織
が

「
松
並
１
丁
目
自
主
防
災
隊
」
だ
。
平
成
19
年
に

は
そ
の
活
動
に
対
し
て
市
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。
隊
長
の
中
村
さ
ん
は
町
内
会
長
を
11
年
間
務

め
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織
設
立
の
立
役
者
で
も

あ
る
。

　

中
村
さ
ん
が
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を
感
じ

た
の
は
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
だ
っ
た
。

テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ
る
被
災
地
の
惨
状
を
見

て
、「
今
の
時
代
は
ど
の
よ
う
な
災
害
が
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
万
が
一
に
備
え
て
町
内
で

も
防
災
訓
練
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
と
痛

感
し
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
町
内
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
平
成
11
年
11
月
に
松
並
１
丁
目
自
主
防
災

隊
を
設
立
し
た
。

　

自
主
防
災
隊
で
は
こ
れ
ま
で
に
３
回
、
町
内
会

総
出
の
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

18
年
７
月
30
日
に
行
っ
た
訓
練
に
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
約
２
８
０
人
が
参
加
し
た
。
班
ご

と
に
決
め
ら
れ
た
集
合
場
所
に
集
ま
り
、
人
員
を

確
認
し
た
う
え
で
高
齢
者
は
担
架
で
搬
送
、
他
の

住
民
は
ロ
ー
プ
を
握
っ
て
班
長
が
避
難
場
所
で
あ

る
西
大
村
中
学
校
ま
で
誘
導
し
た
。
そ
の
あ
と
消

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
自
主
防
災
組
織0

5

10

15

20

25

30

35

阪神・淡路大震災における生き埋めや閉じこめられた際の救助方法

寿古町内会自主防災会

前舟津町内会自主防災クラブ

坂口町内会自主防災部

上駅通り商店会自主防災会

下駅通り商店会自主防災会

植松 2丁目自主防災会

沖田町内会自主防災会

松並 2丁目自主防災組織

乾馬場町内会自主防災部

中岳町内自主防災会

田下町自主防災会

宮代町自主防災会

黒木町自主防災会

原町自主防災会

久良原自主防災会

南川内自主防災会

北川内町内会自主防災会

須田ノ木町内会自主防災会

松並 1丁目自主防災隊

桜馬場第二町内会自主防災会

桜馬場第一町内会自主防災会

水計町自主防災会

雇用促進住宅寿古宿舎自主防災会

北松本自主防災会

南松本自主防災会

赤佐古自主防災組織

小佐古自主防災組織

荒瀬町自主防災組織

福重町自主防災組織

武留路町内会自主防災組織

今山町自主防災組織

さつき台町内会自主防災組織

下諏訪町内会自主防災組織

小川内町内会自主防災組織

内倉町内会自主防災組織

陰平上町内会自主防災組織

陰平下町内会自主防災組織

寺本町内会自主防災組織

梶の尾団地町内会自主防災組織

大川田町内会自主防災組織

平町町内会自主防災組織

武部町内会自主防災会

日泊町内会自主防災会

新城町内会自主防災組織

協和町町内会自主防災組織

今村町内会自主防災組織

市内の自主防災組織の結成状況　 5 月 1日現在（結成順）

（社）日本火災学会
『兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書』より

家族に 友人・
隣人に

通行人に 救助隊に その他自力で

あなたの地域に自主防災組織はありますか？

大村市の自主防災組織数　46組織
大村市の自主防災組織率　25.1％（　　 　）
　　　　　　※いずれも５月１日現在

●三浦地区　　 3組織
●鈴田地区　　 5組織
●大村地区　　 6組織
●西大村地区  10組織
●萱瀬地区　　 9組織

●竹松地区　 1組織
●福重地区　 4組織
●松原地区　 6組織
●その他　　 2組織

　

大
村
市
の
自
主
防
災
組
織
数
は
、
５
月
１
日
現
在
で
46
組
織
。
組

織
率
は
25
・
１
％
に
と
ど
ま
り
、
全
国
の
66
・
７
％
（
平
成
18
年
４

月
１
日
現
在
）、
県
全
体
の
37
・
８
％
（
平
成
19
年
３
月
31
日
現
在
）

と
比
べ
て
も
低
い
状
況
で
す
。

　

市
で
は
町
内
会
に
呼
び
か
け
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
声
を
掛
け
合
う
身
近
な
人
た
ち
と
の
交

流
や
助
け
合
い
の
精
神
が
自
主
防
災
組
織
と
な
っ
て
、
過
去
に
も
大

災
害
か
ら
多
く
の
尊
い
命
を
救
っ
て
ま
す
。

　

突
然
襲
い
か
か
る
自
然
災
害
。
被
害
を
「
０
」
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
自
分
や
地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

防
署
員
の
指
導
で
消
火
訓
練
や
地
震
体
験
車
の
試

乗
、
煙
霧
体
験
な
ど
も
行
っ
た
。「
実
際
に
体
験

す
る
こ
と
が
重
要
。
体
験
し
た
こ
と
が
い
ざ
と
い

う
時
、
生
き
て
く
る
」
と
中
村
さ
ん
は
話
す
。
町

内
会
で
こ
れ
だ
け
大
掛
か
り
に
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
他
に
な
く
、
消
防
関
係
者
も
驚
い
て
い
た
そ

う
だ
。
参
加
し
た
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
勉
強

に
な
っ
た
」「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声

を
多
く
聞
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

松
並
１
丁
目
町
内
会
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

ほ
か
に
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
も
設
立
し
て
お
り
、
年

に
２
、
３
回
、
消
防
署
か
ら
講
師
を
招
い
て
消
火

訓
練
や
救
急
救
命
法
な
ど
の
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
こ

と
で
、
確
実
に
町
内
の
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
い

る
と
中
村
さ
ん
は
言
う
。
ま
た
、「
防
災
訓
練
の

他
に
町
内
全
員
が
集
ま
る
機
会
は
め
っ
た
に
な

い
。
普
段
会
わ
な
い
人
同
士
が
同
じ
体
験
を
共
有

し
話
を
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
、
新
し
い
絆
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が
大
切
な

ん
で
す
」
と
話
す
。

　

次
回
の
自
主
防
災
訓
練
は
、
平
成
21
年
を
予
定

し
て
い
る
。
中
村
さ
ん
は
「
何
事
も
町
内
の
皆
さ

ん
の
協
力
が

な
い
と
で
き

な
い
。
皆
さ

ん
の
声
を
よ

く
聞
き
な
が

ら
一
緒
に
活

動
し
て
い
き

た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を

話
さ
れ
た
。

　

松並１丁目自主防災隊　隊長　中村慶治さんわが地域の自主防災組織

（％）

けい　じ

た
ん　

か

き
ず
な

結成世帯数
大村市の全世帯数
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大村市の 財 政 事 情

大村市財政白書、大村市財政健全化計画など、大村市の財政に関する資料は市のホームページをご覧ください。

歳入総額 321億9,000万円

　平成20年度当初予算は、市立病院の指定管理者制度移行や市営住宅建設などの大型事業実施に伴い、前年度比7.0％の増となりました。
円グラフは平成20年度一般会計当初予算の各項目の構成割合を、棒グラフは平成19年度予算との比較を示したものです。

■問い合わせ・財政課（内線281）

平成20年度 一般会計当初予算  321億9,000万円（前年度比7.0％増）

歳入

市債
6.5％

市税
32.9％

繰入金
3.3％

その他収入
16.7％

交付税
17.0％

譲与税・
交付金
4.4％

国・県支出金
19.2％

市の借金

市民税や
国定資産税など

基金からの繰入金

国や県からの
補助金など

国から交付
されるお金

手数料
使用料など

自主
財源
52.9％

依存
財源
47.1％

120（億円）20

市債

国・県支出金

譲与税・交付金

地方交付税

その他収入

繰入金

市税

20億7,640万円

61億7,111万円 平成19年度
平成20年度

14億4,300万円

54億8,000万円

53億8,759万円

10億5,131万円

105億8,059万円

40 60 80 100

★CHECK!!①

★CHECK!!②

国から交付される地方
交付税が市税の増など
により大きく減少してい
ます。

歳出総額 321億9,000万円

70（億円）2010

その他

繰出金

投出資金・貸付金

補助費等

維持補修費

物件費

投資的経費

公債費

扶助費

人件費

4,314万円

20億8,793万円

平成19年度
平成20年度

43億4,699万円

5億8,908万円

43億9,471万円

31億3,322万円

26億351万円

51億2,660万円

62億8,617万円

30 40 50 60

★CHECK!!③

★CHECK!!④

★CHECK!!⑥

35億7,865万円
★CHECK!!⑤

★CHECK!!⑥　繰出金の減少
老人保健事業の終了に伴い、繰出金が減少しました。

歳出
義務的
経費
49.1％

その他
の経費
41.2％

人件費
15.9％

扶助費
19.5％

公債費
13.7％

投資的
経費
9.7％

物件費
8.1％

補助費等
13.5％

繰出等
6.5％

その他0.2％

維持補修費
1.8％

投出資金・
貸付金
11.1％

職員や議員の
給料など

借金の返済

生活保護費や
児童手当など

道路や施設を
つくる費用

電気代、水道代、委託料
事務用品費など

各種補助金など

会計区分

国民健康保険事業特別会計

老人保健事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

●大村市公共交通体系整備事業 1,500万円

●大村地域防災推進事業 810万円
　（ハザードマップ策定） 

●チャレンジデー開催事業 25万円

●大村市次世代政策研究事業 81万円

●池田沖田線整備事業 3,250万円

●地域づくり支援事業 400万円
　（市民プロジェクト補助金） 

歳入歳出予算総額

平成20年度の主な新規事業

前年度比

87億1,539万円

7億6,227万円

7億5,772万円

44億9,068万円

4億1,813万円

4億8,605万円

＋0.4%

▲90.1%

新設　

▲2.7%

＋25.1%

＋1.4%

平成20年度 特別会計当初予算平成20年度 特別会計当初予算

大村市の財政事情
「日本でもっとも住みたくなるまち・大村」を目指して！

★CHECK!!③　投資的経費の増加
平成20年度から、中心市街地再開発事業、市営住宅の建設、学校施設の耐震工事などが本格的に始まります。

市立病院の指定管理者制度
移行に伴う指定管理者への
貸付金や、後期高齢者医療
費の負担金などによるもの
です。

★CHECK!!④⑤
補助費・貸付金等の増加

★CHECK!!①　繰入金の増加
歳入の不足を補うため、平成15年度以来の財政調整基金等（市の貯金）の取崩しを行いました。

★CHECK!!②
地方交付税の減少

　市では、年に2回財政事情を公表し
ています。今回は、平成20年度当初予
算の概要と、平成19年度の予算執行
状況についてお知らせします。
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大村市の 財 政 事 情

大村市財政白書、大村市財政健全化計画など、大村市の財政に関する資料は市のホームページをご覧ください。

歳入総額 321億9,000万円

　平成20年度当初予算は、市立病院の指定管理者制度移行や市営住宅建設などの大型事業実施に伴い、前年度比7.0％の増となりました。
円グラフは平成20年度一般会計当初予算の各項目の構成割合を、棒グラフは平成19年度予算との比較を示したものです。

■問い合わせ・財政課（内線281）

平成20年度 一般会計当初予算  321億9,000万円（前年度比7.0％増）

歳入

市債
6.5％

市税
32.9％

繰入金
3.3％

その他収入
16.7％

交付税
17.0％

譲与税・
交付金
4.4％

国・県支出金
19.2％

市の借金

市民税や
国定資産税など

基金からの繰入金

国や県からの
補助金など

国から交付
されるお金

手数料
使用料など

自主
財源
52.9％

依存
財源
47.1％

120（億円）20

市債

国・県支出金

譲与税・交付金

地方交付税

その他収入

繰入金

市税

20億7,640万円

61億7,111万円 平成19年度
平成20年度

14億4,300万円

54億8,000万円

53億8,759万円

10億5,131万円

105億8,059万円

40 60 80 100

★CHECK!!①

★CHECK!!②

国から交付される地方
交付税が市税の増など
により大きく減少してい
ます。

歳出総額 321億9,000万円

70（億円）2010

その他

繰出金

投出資金・貸付金

補助費等

維持補修費

物件費

投資的経費

公債費

扶助費

人件費

4,314万円

20億8,793万円

平成19年度
平成20年度

43億4,699万円

5億8,908万円

43億9,471万円

31億3,322万円

26億351万円

51億2,660万円

62億8,617万円

30 40 50 60

★CHECK!!③

★CHECK!!④

★CHECK!!⑥

35億7,865万円
★CHECK!!⑤

★CHECK!!⑥　繰出金の減少
老人保健事業の終了に伴い、繰出金が減少しました。

歳出
義務的
経費
49.1％

その他
の経費
41.2％

人件費
15.9％

扶助費
19.5％

公債費
13.7％

投資的
経費
9.7％

物件費
8.1％

補助費等
13.5％

繰出等
6.5％

その他0.2％

維持補修費
1.8％

投出資金・
貸付金
11.1％

職員や議員の
給料など

借金の返済

生活保護費や
児童手当など

道路や施設を
つくる費用

電気代、水道代、委託料
事務用品費など

各種補助金など

会計区分

国民健康保険事業特別会計

老人保健事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

●大村市公共交通体系整備事業 1,500万円

●大村地域防災推進事業 810万円
　（ハザードマップ策定） 

●チャレンジデー開催事業 25万円

●大村市次世代政策研究事業 81万円

●池田沖田線整備事業 3,250万円

●地域づくり支援事業 400万円
　（市民プロジェクト補助金） 

歳入歳出予算総額

平成20年度の主な新規事業

前年度比

87億1,539万円

7億6,227万円

7億5,772万円

44億9,068万円

4億1,813万円

4億8,605万円

＋0.4%

▲90.1%

新設　

▲2.7%

＋25.1%

＋1.4%

平成20年度 特別会計当初予算平成20年度 特別会計当初予算

大村市の財政事情
「日本でもっとも住みたくなるまち・大村」を目指して！

★CHECK!!③　投資的経費の増加
平成20年度から、中心市街地再開発事業、市営住宅の建設、学校施設の耐震工事などが本格的に始まります。

市立病院の指定管理者制度
移行に伴う指定管理者への
貸付金や、後期高齢者医療
費の負担金などによるもの
です。

★CHECK!!④⑤
補助費・貸付金等の増加

★CHECK!!①　繰入金の増加
歳入の不足を補うため、平成15年度以来の財政調整基金等（市の貯金）の取崩しを行いました。

★CHECK!!②
地方交付税の減少

　市では、年に2回財政事情を公表し
ています。今回は、平成20年度当初予
算の概要と、平成19年度の予算執行
状況についてお知らせします。
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企 業 会 計企 業 会 計

財産の状況財産の状況

一般会計・特別会計一般会計・特別会計

大村市の 財 政 事 情 大村市の 財 政 事 情

平成19年度予算の執行状況
平成19年度一般・特別・企業会計予算の平成20年3月31日現在の執行状況などをお知らせします。

会計区分

会計区分
収益的収支・資本的収支

収益的

資本的

予算額 執行額 執行率

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

老人保健事業特別会計

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

農業集落排水事業特別会計

簡易水道事業特別会計

収　入

支　出

差　引

収　入

支　出

差　引

53億1,413万円

56億7,771万円

△3億6,358万円

4億 984万円

4億 984万円

0円

51億 273万円

55億3,596万円

△4億3,323万円

4億 984万円

4億 984万円

0円

96.0%

97.5%

－

100%

100%

－

予算額

329億 455万円

88億6,193万円

77億4,044万円

45億5,797万円

5,833万円

5億 905万円

2億4,088万円

収入済額

268億7,858万円

73億1,586万円

62億6,685万円

37億5,480万円

2,824万円

9,361万円

2,436万円

収入率

81.7%

82.6%

81.0%

82.4%

48.4%

18.4%

10.1%

執行率

84.8%

91.2%

89.0%

86.5%

81.6%

94.9%

69.5%

支出済額

279億1,748万円

80億8,041万円

68億8,797万円

39億4,044万円

4,757万円

4億8,317万円

1億6,732万円

特
別
会
計

施設敷地

241万㎡
187億円

建物

29万㎡
420億円

一時借入金残高一時借入金残高
平成19年度中の最高残高
 …32億9,741万円
平成19年3月31日残高
 …15億3,412万円

平成19年3月31日残高
…391億4,284万円

市債残高（一般・特別会計）市債残高（一般・特別会計）
基金・積立金

14件
70億円

その他

82億円

借入限度額

369億8,710万円（前年度比△5.5%）

市民1人あたりにすると約40万円の借金になります。

80億円

借入残高 30億194万円

企業債残高 13億479万円

市
立
病
院

競
艇

会計区分

収益的収支・資本的収支

収益的収支・資本的収支

収益的収支・資本的収支

収益的収支・資本的収支

収益的

資本的

執行額 予算に対する執行率

収　入

支　出

支　出

436億5,752万円

431億8,177万円

2億5,087万円

97.8%（舟券収益、入場料など）

97.2%（舟券払戻、人件費、交付金など）

70.8%（建設改良費、固定資産購入費など）

会計区分

企業債・借入金の内訳

企
業
債

長期借入金

短期借入金

平成18年度末に
残っていた借入金 新しく借りたお金 返したお金 借入先

施設整備

医療機器整備

退職手当債

　　計

21億9,398万円

5億5,010万円

1億7,150万円

29億1,558万円

5億5,000万円

13億1,931万円

平成19年度末に
残っている借入金

19億5,593万円

4億7,145万円

8,575万円

25億1,313万円

5億5,000万円

17億 396万円

2億3,805万円

7,865万円

8,575万円

4億 245万円

0円

－

0円

0円

0円

0円

0円

－

財務省

市中銀行

市中銀行

競艇事業局

市中銀行

※収益的収支で収入の主なものは、診療費・健診・繰入金で、
支出の主なものは、人件費・薬剤費・高熱水費など。

※資本的収支で収入の主なものは、繰入金・企業債・補助金
などで、支出の主なものは、医療機器購入費・償還金など。

水
道

区　　分

企業債の状況 ※企業債償還元金には借換債を含む

企業債元金
財務省

公営企業金融公庫

計

8億6,895万円

4億3,572万円

13億 467万円

企業債利息
1億3,977万円

7,210万円

2億1,187万円

未償還残高
156億
1,084万円

財務省
96億2,649万円金融公庫

53億5,965万円

市中銀行
6億2,470万円

予算額

61.7
%

34.3
%

4
%

執行額 %（執行率）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

101.7%

98.4%

93.3%

95.3%

500 2000（百万円）15001000

工
業
用
水
道

区　　分

企業債の状況 ※企業債償還元金には借換債を含む

企業債元金
財務省

公営企業金融公庫

計

1,367万円

4,399万円

5,766万円

企業債利息
828万円

1,042万円

1,870万円

未償還残高
17億

3,245万円

財務省
6億8,565万円金融公庫

10億4,680万円

予算額

39.6
%60.4

%

執行額 %（執行率）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

95.8%

97.3%

75.8%

72.6%

200 1200（百万円）1000600 800400

下
水
道

企業債の状況 ※企業債償還元金には借換債を含む

企業債元金
財務省

公営企業金融公庫
郵政公社
市中銀行
計

企業債利息

未償還残高
219億
5,780万円

財務省
56億7,459万円

郵政公社
72億9,456万円

市中銀行
23億1,068万円

予算額

25.9
%

30.4
%

33.2
%

10.5
%

金融公庫
66億7,797万円執行額 %（執行率）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

102.5%

98.8%

98.6%

98.4%

1000 5000（百万円）400030002000

表
記
し
て
い
ま
す
。

成
19
年
度
の
企
業
会
計
の
た
め
、
旧
称
「
市
立
病
院
」
で

現
在
の
名
称
は
「
市
立
大
村
市
民
病
院
」
で
す
が
、
平

区　　分
13億1,707万円
7億 280万円
2億3,041万円
1,382万円

22億6,410万円

1億5,888万円
1億 706万円
1億7,661万円

744万円
4億4,999万円
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企 業 会 計企 業 会 計

財産の状況財産の状況

一般会計・特別会計一般会計・特別会計

大村市の 財 政 事 情 大村市の 財 政 事 情

平成19年度予算の執行状況
平成19年度一般・特別・企業会計予算の平成20年3月31日現在の執行状況などをお知らせします。

会計区分

会計区分
収益的収支・資本的収支

収益的

資本的

予算額 執行額 執行率

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

老人保健事業特別会計

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

農業集落排水事業特別会計

簡易水道事業特別会計

収　入

支　出

差　引

収　入

支　出

差　引

53億1,413万円

56億7,771万円

△3億6,358万円

4億 984万円

4億 984万円

0円

51億 273万円

55億3,596万円

△4億3,323万円

4億 984万円

4億 984万円

0円

96.0%

97.5%

－

100%

100%

－

予算額

329億 455万円

88億6,193万円

77億4,044万円

45億5,797万円

5,833万円

5億 905万円

2億4,088万円

収入済額

268億7,858万円

73億1,586万円

62億6,685万円

37億5,480万円

2,824万円

9,361万円

2,436万円

収入率

81.7%

82.6%

81.0%

82.4%

48.4%

18.4%

10.1%

執行率

84.8%

91.2%

89.0%

86.5%

81.6%

94.9%

69.5%

支出済額

279億1,748万円

80億8,041万円

68億8,797万円

39億4,044万円

4,757万円

4億8,317万円

1億6,732万円

特
別
会
計

施設敷地

241万㎡
187億円

建物

29万㎡
420億円

一時借入金残高一時借入金残高
平成19年度中の最高残高
 …32億9,741万円
平成19年3月31日残高
 …15億3,412万円

平成19年3月31日残高
…391億4,284万円

市債残高（一般・特別会計）市債残高（一般・特別会計）
基金・積立金

14件
70億円

その他

82億円

借入限度額

369億8,710万円（前年度比△5.5%）

市民1人あたりにすると約40万円の借金になります。

80億円

借入残高 30億194万円

企業債残高 13億479万円

市
立
病
院

競
艇

会計区分

収益的収支・資本的収支

収益的収支・資本的収支

収益的収支・資本的収支

収益的収支・資本的収支

収益的

資本的

執行額 予算に対する執行率

収　入

支　出

支　出

436億5,752万円

431億8,177万円

2億5,087万円

97.8%（舟券収益、入場料など）

97.2%（舟券払戻、人件費、交付金など）

70.8%（建設改良費、固定資産購入費など）

会計区分

企業債・借入金の内訳

企
業
債

長期借入金

短期借入金

平成18年度末に
残っていた借入金 新しく借りたお金 返したお金 借入先

施設整備

医療機器整備

退職手当債

　　計

21億9,398万円

5億5,010万円

1億7,150万円

29億1,558万円

5億5,000万円

13億1,931万円

平成19年度末に
残っている借入金

19億5,593万円

4億7,145万円

8,575万円

25億1,313万円

5億5,000万円

17億 396万円

2億3,805万円

7,865万円

8,575万円

4億 245万円

0円

－

0円

0円

0円

0円

0円

－

財務省

市中銀行

市中銀行

競艇事業局

市中銀行

※収益的収支で収入の主なものは、診療費・健診・繰入金で、
支出の主なものは、人件費・薬剤費・高熱水費など。

※資本的収支で収入の主なものは、繰入金・企業債・補助金
などで、支出の主なものは、医療機器購入費・償還金など。

水
道

区　　分

企業債の状況 ※企業債償還元金には借換債を含む

企業債元金
財務省

公営企業金融公庫

計

8億6,895万円

4億3,572万円

13億 467万円

企業債利息
1億3,977万円

7,210万円

2億1,187万円

未償還残高
156億
1,084万円

財務省
96億2,649万円金融公庫

53億5,965万円

市中銀行
6億2,470万円

予算額

61.7
%

34.3
%

4
%

執行額 %（執行率）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

101.7%

98.4%

93.3%

95.3%

500 2000（百万円）15001000

工
業
用
水
道

区　　分

企業債の状況 ※企業債償還元金には借換債を含む

企業債元金
財務省

公営企業金融公庫

計

1,367万円

4,399万円

5,766万円

企業債利息
828万円

1,042万円

1,870万円

未償還残高
17億

3,245万円

財務省
6億8,565万円金融公庫

10億4,680万円

予算額

39.6
%60.4

%

執行額 %（執行率）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

95.8%

97.3%

75.8%

72.6%

200 1200（百万円）1000600 800400

下
水
道

企業債の状況 ※企業債償還元金には借換債を含む

企業債元金
財務省

公営企業金融公庫
郵政公社
市中銀行
計

企業債利息

未償還残高
219億
5,780万円

財務省
56億7,459万円

郵政公社
72億9,456万円

市中銀行
23億1,068万円

予算額

25.9
%

30.4
%

33.2
%

10.5
%

金融公庫
66億7,797万円執行額 %（執行率）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

102.5%

98.8%

98.6%

98.4%

1000 5000（百万円）400030002000

表
記
し
て
い
ま
す
。

成
19
年
度
の
企
業
会
計
の
た
め
、
旧
称
「
市
立
病
院
」
で

現
在
の
名
称
は
「
市
立
大
村
市
民
病
院
」
で
す
が
、
平

区　　分
13億1,707万円
7億 280万円
2億3,041万円
1,382万円

22億6,410万円

1億5,888万円
1億 706万円
1億7,661万円

744万円
4億4,999万円
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日本で一番早い（？）運動会 

▼第81回三鈴運動会 
4/13

　三浦地区と鈴田地区の境界にある惣原運動場で、三浦・鈴田両小学校
合同の三鈴運動会が行われました。この運動会は両地区の交流・親睦を
深めようと、鈴田の里学園や地元住民の皆さんも参加して、毎年この時期
に開催されています。この日は雨がふったりやんだりの空模様でプログラム
を変更しながら行われましたが、数日前に入学したばかりの新一年生の子
どもたちも上級生に交じって元気に楽しんでいました。

▼第22回のだけ新茶まつり（5月3日～5日）

みんなで作った新茶はおいしいね！ 

▼お茶づくり体験学習

4/20

　東大村小学校で、新茶摘みから釜煎り、茶もみまでを体験するお茶づく
りの体験学習が行われました。児童たちは学校近くの茶畑で一枚一枚て
いねいに新茶をつみ取ったあと、地元の製茶業・西川さんの指導を受けな
がら釜煎り、茶もみの作業を楽しそうに行いました。最後にできあがったば
かりの新茶をみんなで試飲。自分たちで作ったお茶の味は格別だったよう
です。

　野岳湖公園ロザ・モタ広場では、恒例の「のだけ新茶ま
つり」が3日間にわたって開催されました。会場では、とれた
ての新茶や地元産品の販売のほか、紙飛行機大会やスイ
カ割大会など多彩なイベントが行われ、子どもも大人も連休
のひとときを楽しんでいました。新茶の試飲コーナーには次
々と人が訪れ、ほのかに甘い新茶の味と香りを堪能してい
ました。

▼三彩の里陶器まつり（5月2日～6日）
　原町の三彩の里では「三彩の里陶器まつり」が開か
れました。会場内には色鮮やかな三彩焼が所狭しと並
べられ、訪れた皆さんは陶器を手に取りながらお気に入
りを探し出していました。また窯出しオークションでは、つ
ぼや花びんなど約30点が競りにかけられ、希望の品を
求める声が飛び交っていました。

市ホームページでは、市内の
行事やイベントをいち早くお届け
する「とれたてカメラスポット」
を開設しています。
トップページからバナーをクリッ
クしてください。

山登りシーズンの到来です 

▼黒木登山口山開き・多良山系遭難者捜索訓練

5/8

　新緑の山々に囲まれた黒木町で、多良山系黒木
登山口の山開きが行われました。登山口には早朝
から約150人の山登り愛好家が集合。期間中の安
全を祈願したあと登山口がテープカットされると、新
緑まぶしい山に向かって早速歩き出しました。また同
じ日、警察・消防・地元消防団など約70人が参加し
て、遭難者の捜索訓練が行われました。

（上）のだけ新茶まつり
（下）三彩の里陶器まつり

　今年のゴールデンウイークは全般的に好天に恵まれ、市内で行われた
催し物も大勢の行楽客でにぎわいました。

ゴールデンウイーク
　　　　　　　　　　 

ＧＷ　
絶好の行楽日和に大勢の人出

そうばる

い

せ
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まちづくりは道づくりから

国
道
34
号
等
大
村
市
内
幹
線
道
路

整
備
促
進
期
成
会
総
会

4/22　

市
内
の
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
を
図

る
た
め
、
市
や
商
工
会
議
所
な
ど
市
内

12
団
体
で
組
織
す
る
国
道
34
号
等
大
村

市
内
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
（
会

長
　

松
本
崇
市
長
）
総
会
が
、
市
コ
ミ

セ
ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
国
土
交
通
省
の
「
ち
ゃ

く
ち
ゃ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
採
択
さ

れ
た
国
道
34
号
の
水
主
町
交
差
点
か
ら

国
立
医
療
セ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
ま
で

の
区
間
や
、
同
じ
く
国
立
医
療
セ
ン
タ
ー

入
口
交
差
点
か
ら
与
崎
交
差
点
ま
で
の

区
間
、
ま
た
久
原
池
田
線
な
ど
市
内
幹

線
道
路
の
工
事
進
捗
状
況
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
期
成
会
で
は
国
道
34
号
の
渋
滞
緩

和
や
幹
線
道
路
網
の
早
期
整
備
を
目
指

し
て
、
本
年
度
も
引
き
続
き
協
力
し
て

国
や
県
に
対
し
て
要
望
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

市勢活性化のために

重
点
政
策
を
考
え
る
懇
話
会
か
ら

提
言

4/15　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
財
政
効

率
の
向
上
な
ど
市
勢
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
、
昨
年
８
月

の
発
足
以
来
、
こ
れ
ま
で
４
回
に
わ
た

り
検
討
を
重
ね
て
き
た
「
大
村
市
の
重

点
政
策
を
考
え
る
懇
話
会
」（
菊
森
淳
文

座
長
・
委
員
12
人
）
が
、
検
討
結
果
を

ま
と
め
市
長
に
提
言
し
ま
し
た
。

　

提
言
書
で
は
、
市
長
の
所
信
表
明
に

あ
る
12
の
重
点
政
策
の
う
ち
、
19
年
度

分
と
し
て
▼「
行
政
改
革
及
び
財
政
健
全

化
」  

▼「
企
業
誘
致
及
び
雇
用
の
確
保
」

▼「
歴
史
観
光
の
開
発
」 

▼「
商
店
街
の
活

性
化
（
市
街
地
再
開
発
）」 

▼「
競
艇
事
業

及
び
市
立
病
院
の
再
建
」
の
５
項
目
に

つ
い
て
、
貴
重
な
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

市
長
は
こ
の
提
言
を
受
け
、「
今
後
の

市
政
運
営
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。

直接現場に足を運んで
長
崎
県
知
事
市
内
視
察

4/25　

金
子
原
二
郎
長
崎
県
知
事
が
、
市
内

の
施
設
や
県
営
事
業
の
現
場
な
ど
11
か

所
を
訪
問
し
、
事
業
の
取
組
状
況
や
大

村
市
の
実
情
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
午
後
か
ら
は
、
市
民
と
県
知
事

の
意
見
交
換
会
が
市
コ
ミ
セ
ン
で
開
催

さ
れ
、
参
加
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
は
県

政
や
市
政
に
つ
い
て
県
知
事
と
熱
心
な

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

金
子
知
事
は
、「
今
回
の
視
察
や
意
見

交
換
の
内
容
を
今
後
の
県
の
施
策
に
生

か
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

上小路地区の町なみを視察する金子知事

10年後の完成を目指して

九
州
新
幹
線
西
九
州
（
長
崎
）
ル
ー

ト
建
設
工
事
起
工
式

4/28　

九
州
新
幹
線
西
九
州
（
長
崎
）
ル
ー

ト
（
武
雄
温
泉
〜
諫
早
間
）
の
建
設
工

事
起
工
式
が
、
長
崎
・
佐
賀
両
県
の
関

係
者
ら
約
４
５
０
人
が
出
席
し
、
佐
賀

県
嬉
野
市
の
嬉
野
総
合
運
動
公
園
（
み

ゆ
き
公
園
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
に
よ
る
起
工
宣
言

の
あ
と
、
冬
柴
鉄
三
国
土
交
通
大
臣
や

金
子
原
二
郎
長
崎
県
知
事
、
松
本
崇
大

村
市
長
ら
が
鍬
入
れ
で
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
た
あ
と
、
会
場
を
諫
早
市
内
に

移
し
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
建
設
主
体
の
鉄
道
・
運
輸
機

構
が
行
う
工
事
の
着
手
に
際
し
、
土
地

の
関
係
者
に
対
し
て
、
測
量
立
ち
入
り

の
地
元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
い
よ
い

よ
新
幹
線
工
事
が
動
き
出
し
ま
す
。

あ
つ
ふ
み

嬉野市での起工式のようす
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行
政
ら
し
ん
ば
ん

市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

▼
人
傷
事
故
　

1
6
0
件

（－40）
　

▼
死
者
　

2
人

（＋2）
　

▼
負
傷
者
　

2
1
2
人

（－41）
　

▼
物
損
事
故
　

4
6
4
件

（－1）
　

４
月
末
現
在
　

※

（　）
内
は
前
年
同
期
比

       

春
の
叙
勲 

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

旭
日
単
光
章
　

農
業
振
興
功
労
　
　

 

中
尾
義
秋
（
陰
平
町
）

瑞
宝
小
綬
章
　

財
務
行
政
事
務
功
労  

木
村
博
文
（
松
原
２
丁
目
）

瑞
宝
双
光
章
　

郵
政
事
業
功
労
　
　

 

鹿
間
英
明
（
玖
島
１
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

九
州
新
幹
線
西
九
州
（
長
崎
）
ル
ー
ト
の
測
量

立
ち
入
り
の
地
元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

   

こ
の
測
量
は
工
事
前
の
測
量
で
、
建
設
主
体
で
あ
る
独
立
行
政

法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
機
構
が
中
心
線
測
量
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
た
め
中
心
線
測
量
を
前
に
、
新
幹
線
ル
ー
ト
計
画
上
に
あ
る

土
地
の
関
係
者
に
対
し
て
、
事
業
概
要
と
中
心
線
測
量
の
立
ち
入

り
に
つ
い
て
の
地
元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

地
元
説
明
会
は
、
新
幹
線
ル
ー
ト
計
画
上
に
あ
る
関
係
町
内
会

に
対
し
松
原
・
福
重
・
竹
松
・
西
大
村
・
大
村
・
鈴
田
地
区
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
新
幹
線
ル
ー
ト
計
画
図
面
は
市
役
所
お
よ

び
各
住
民
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

説
明
会
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
６
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、

決
ま
り
次
第
、
各
町
内
会
へ
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ
　

交
通
政
策
課
内
新
幹
線
推
進
室
（
内
線
1
5
8
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

情
報
公
開
制
度
実
施
状
況

　

平
成
19
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

○
公
文
書
の
公
開
請
求
件
数
31
件
う
ち

公
開
件
数
13
件
、
部
分
公
開
件
数
10
件
、
　

非
公
開
件
数
0
件
、   

拒
否
件
数
0
件
、
不
存
在
件
数
　

8
件

　

■
問
い
合
わ
せ
　

総
務
法
制
課
（
内
線
2
1
2
）

地
区
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す

　

市
の
主
な
事
業
、
財
政
状
況
、
行
政
課
題
な
ど
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
説
明
し
、
そ
れ
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
言
を
市
政
に
反
映
さ

せ
て
い
く
た
め
、
地
区
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ
　

地
域
げ
ん
き
課
（
内
線
1
8
5
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
大
村
市
地
域
福
祉
計
画
」
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
地
域
住
民
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
事
業
者
、

企
業
、
行
政
な
ど
が
共
に
考
え
、
共
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
も
高

齢
者
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
、
す
べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域

の
な
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
の
き
め
こ
ま
や
か
な
「
支

え
合
い
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、「
大
村
市
地
域
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
策
定
委
員
を
公
募
し
ま
す
。
地
域
福
祉
に
関

心
が
あ
る
人
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
人
数
　

２
人
（
応
募
多
数
の
と
き
は
選
考
の
う
え
決
定
）

　

応
募
資
格
　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

　

応
募
期
限
　

６
月
18
日
㈬

　

応
募
方
法
　

所
定
の
応
募
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
　

　

※

市
施
設
の
窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

　

策
定
期
間
　

平
成
20
〜
22
年
度

■
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
政
策
課
（
内
線
1
5
1
）

第
6
回
都
市
景
観
賞
作
品
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
ま
ち
づ
く
り
の一
環
と
し
て
、
大
村
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
な

ど
を
表
彰
し
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
次
の
と
お

り
作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
　

市
施
設
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
応
募
は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間
　

6
月
９
日
㈪
〜
８
月
15
日
㈮

※

詳
し
く
は
、応
募
は
が
き
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
大
村
市
都
市
景
観
賞
】

テ
ー
マ 

「
大
村
の
良
い
も
の（
建
物
・
ま
ち
な
み
）み
〜
つ
け
た
！
」

応
募
方
法
「
大
村
」
の
風
土
や
景
観
に
ふ
さ
わ
し
い
建
築
物
や

通
り
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
受
賞
作

品
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

部
門
　

①
建
物
部
門
／
建
築
物
　

②
ま
ち
な
み
部
門
／
通
り
（
新

し
い
建
物
・
古
い
建
物
）

【
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
】

テ
ー
マ
「
わ
た
し
の
好
き
な
大
村
の
建
物
や
ま
ち
な
み
」

規
格
　

ワ
イ
ド
4
つ
切
り
サ
イ
ズ
（
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
は
不
問
）

※
応
募
作
品
に
つ
い
て
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。
ま
た
、
原
則
と

し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　

都
市
計
画
課
（
内
線
4
3
1
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
村
市
都
市
計
画
提
案
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

こ
の
制
度
は
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
地
域
の
活
性
化
を

図
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
土
地
の
所
有
者
や
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
が
、
都
市
計
画
の
決
定
案
や
変
更
案
を
提
案
で
き
る
制

度
で
す
。

提
案
の
種
類
　

市
が
決
定
す
る
道
路
・
公
園
・
地
区
計
画
・
用
途

地
域
な
ど
の
都
市
計
画

※

都
市
計
画
の
指
針
と
な
る
「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
・
開
発
及

び
保
全
の
方
針
」「
都
市
再
開
発
方
針
」
な
ど
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

対
象
外
で
す
。

提
案
の
要
件
　

①
０
・
５
ha
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
区
域
で
あ
る
こ
と

②
都
市
計
画
に
関
す
る
法
令
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

③
提
案
区
域
内
の
土
地
所
有
者
な
ど
の
３
分
の
２
以
上
の
同
意
が
あ

る
こ
と

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市
計
画
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

都
市
計
画
課
（
内
線
4
3
1
）

7月１日（火）

7月２日（水）

7月６日（日）

7月7日（月）

7月８日（火）

7月９日（水）

7月１０日（木）

地　区 と　き ところ

竹　松

西大村

大　村

鈴　田

三　浦

松　原

萱　瀬

福　重

郡地区公民館

中地区公民館

市コミセン

古松公民館

溝陸公民館

橋本公民館

萱瀬住民センター

今富公民館

開催時間は13：30～15：30
（福重地区は19：00～21：00）
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み
ん
な
で「
Ｃ
Ｏ2
削
減
」の
宣
言
を
！

そ
し
て
実
践
を
！

　

日
々
進
行
し
て
い
る
地
球
温
暖
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、温
暖
化
の
大
き
な
要
因

で
あ
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ２
）排
出
の
削
減
を

み
ん
な
で
宣
言
し
、一人
ひ
と
り
が
温
暖
化
防

止
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
の
実
践
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

今
月
号
の
広
報
お
お
む
ら
と一緒
に「
Ｃ
Ｏ２

削
減
宣
言
書
」（
チ
ラ
シ
）を
配
布
し
て
い
ま

す
。市
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
で
宣
言
を

し
て
い
た
だ
き
、家
庭
で
冷
蔵
庫
な
ど
の
見
え

る
所
に
張
っ
て
、日
ご
ろ
か
ら
Ｃ
Ｏ２
削
減
に
つ

な
が
る
行
動
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。事
業
所
、団
体
な
ど
に
も「
Ｃ
Ｏ２

削
減
宣
言
書
」を
配
付
し
、事
務
所
な
ど
で

の
掲
示
と
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
取
り
組
み

①
シ
ャ
ワ
ー
の
流
し
っ
ぱ
な
し
を
や
め
よ
う
！

　

身
体
を
洗
っ
て
い
る
間
な
ど
、お
湯
を
流

し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
冷
房
の
温
度
を
１
度
高
く
設
定
し
よ
う
！

　

カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
て
太
陽
光
の
入
射
を

調
整
し
た
り
、ク
ー
ル
ビ
ズ
を
取
り
入
れ
る
な

ど
し
て
、冷
房
温
度
の
設
定
温
度
を
工
夫
し

て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　　

環
境
に
も
財
布
に
も
や
さ
し
い
取
り
組
み

を
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

市
立
大
村

市
民
病
院

だ
よ
り

市立大村市民病院　☎○216152

シリーズ
環　境

2

地
球
温
暖
化
問
題
②

・
シ
ャ
ワ
ー
を
１
日
１
分

 

家
族
全
員
が
減
ら
す
と
・・・

年
間
で
約
69
㎏
の
二
酸
化
炭
素
を
削
減

約
７
，１
０
０
円
の
節
約

・
冷
房
の
温
度
を
１
度
高
く
、

 

暖
房
の
温
度
を
１
度
低
く

 

設
定
す
る
と
・・・

年
間
で
約
33
㎏
の
二
酸
化
炭
素
を
削
減

約
１
，８
０
０
円
の
節
約

※
環
境
省「
身
近
な
地
球
温
暖
化
対
策
」よ
り

お
し
っ
こ
が
出
に
く
く
な
い
で
す
か
？

 

〜
前
立
腺
肥
大
に
つ
い
て
〜

　

成
人
男
性
の
人
で
、尿
が
細
く
チ
ョロ
チ
ョ

ロ
と
し
か
出
な
か
っ
た
り
、排
尿
に
時
間
が

か
かっ
た
り
、頻
尿
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
い
る

場
合
は「
前
立
腺
肥
大
」の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

ど
ん
な
病
気
？

　

前
立
腺
肥
大
と
は
、男
性
の
尿
道
を
と

り
ま
く
前
立
腺
が
肥
大
し
て
、尿
道
を
圧

迫
し
、前
述
の
よ
う
な
症
状
を
起
こ
す
病

気
で
す
。残
尿
し
や
す
く
な
る
た
め
、細
菌

感
染
し「
膀
胱
炎
」を
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。加
齢
と
と
も
に
進
行
す
る
老
化

現
象
で
も
あ
り
、５０
歳
以
上
の
男
性
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
な
る
の
？

　

加
齢
と
と
も
に
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

が
低
下
し
、ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
く

る
と
前
立
腺
の
表
面
の
組
織
が
萎
縮
し
、

内
部
の
組
織
が
肥
大
し
て
起
き
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
と
診
断
さ
れ
た
ら
？

　

治
療
も
大
事
で
す
が
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
不
摂
生
な
生
活
や
ス
ト
レ
ス
が
病
気
を
悪
化
さ

せ
る
の
で
、健
康
管
理
に
気
を
つ
け
る

●
長
時
間
座
っ
た
ま
ま
の
姿
勢
で
い
る
と
前
立
腺

が
う
っ
血
し
て
炎
症
を
起
こ
す
の
で
注
意

●
ア
ル
コ
ー
ル
は
悪
化
要
因
に
な
る
た
め
控
え
る

楽
し
く
明
る
く
過
ご
す
に
は
健
康
で
あ
る

こ
と
が一番
で
す
。そ
れ
は
家
族
を
始
め
回

り
の
人
に
心
配
を
か
け
な
い
た
め
に
も
大

切
な
こ
と
で
す
。自
分
の
身
体
は
自
分
が

責
任
を
持
って
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
が
鍵
で
す
！

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
て
も
受
診
す
る
の

を
た
め
ら
って
い
る
と
、腎
盂
腎
炎
や
水
腎

症（
腎
盂
に
水
が
溜
ま
る
病
気
）な
ど
を

合
併
し
、腎
臓
障
害
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ

る
の
で
、早
め
に
泌
尿
器
科
で
診
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。直
腸
内
触
診
や
尿
道・膀
胱

造
影
検
査
、尿
検
査
な
ど
で
診
断
さ
れ
ま

す
。前
立
腺
が
ん
と
区
別
す
る
た
め
に
は

組
織
検
査
を
行
い
ま
す
。他
の
成
人
病
と

同
様
に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
の
健

康
診
断
や
定
期
的
受
診
で
の
早
期
発
見

が
鍵
と
な
り
ま
す
。当
院
で
は
健
康
診
断

の
追
加
検
査（
有
料
）を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、一度
検
査
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

ふ
れ
あ
い
健
康
講
座

と
　

き 

６
月
７
日
㈯
、午
後
１
時
〜
２
時

と
こ
ろ 

市
民
病
院
　

大
会
議
室

内
　

容 

口
腔
癌
に
つ
い
て

講
　

師 

松
尾
長
光 

歯
科
口
腔
科
医

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。特
に
申

込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。直
接
、会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。手
話
通
訳・要
約
筆
記
も
行
い

ま
す
。

問い合わせ　環境保全課（内線142）

家庭用「CO2 削減宣言書」

事業所用「CO2 削減宣言書」

ひ
ん
に
よ
う

ぼ
う
こ
う
え
ん

じ
ん　
う　
じ
ん
え
ん

す
い
じ
ん

こ
う
く
う
が
ん

た
け
み
つ
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退
職
家
族
〜
退
職
本
人
と
同
じ
国
民
健
康
保
険
に

加
入
、
ま
た
は
加
入
予
定
の
家
族
（
収
入
に
よ
り
条

件
が
あ
り
ま
す
）

持
参
品　

年
金
証
書
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
、

印
か
ん　

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
２
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

─
６
月
１
日
は
全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
─

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
人
権
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
家
庭
内
の

も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
困

り
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

と
き　

６
月
５
日
㈭
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
民
１
１
０
番　

※
毎
月
第
１
木
曜
日
・
第
３
火
曜
日
は
人
権
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

■
地
域
げ
ん
き
課
内
市
民
１
１
０
番
（
内
線

１
９
３
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
・
耐
震
改
修

工
事
費
を
助
成
し
ま
す

　

地
震
に
よ
る
戸
建
て
木
造
住
宅
の
倒
壊
な
ど
に

よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
費
と
耐

震
改
修
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。（
安
全
・

安
心
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業
）

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

戸
建
て
木
造
住
宅
を
市
内
に
所
有
し
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
人　

助
成
内
容　

耐
震
診
断　
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、

診
断
費
４
５
，
０
０
０
円
の
う
ち
３
０
，
０
０
０
円

  お知らせ

■
市
役
所
代
表
電
話　

☎
%3
４
１
１
１ 

    

市
役
所
内
の
各
部
署
へ
は
代
表
電
話
か
ら
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.om

ura.nagasaki.jp/
地
域
活
性
化
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

　

─
地
域
魅
力
ア
ッ
プ
支
援
事
業
─

　

地
域
住
民
で
構
成
す
る
町
内
会
、
そ
の
他
の
団
体

が
、
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

主
体
的
に
行
う
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
要
綱
・
提
出

書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
５
）

長
寿
医
療
制
度
の
出
前
説
明
会
を
行
い

ま
す

　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
つ

い
て
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
町
内

会
や
老
人
会
な
ど
の
団
体
の
集
会
に
出
か
け
て
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
０
）

退
職
者
医
療
制
度
の
届
出
は
お
済
み
で

す
か
?

　　

長
年
勤
め
た
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
と
家
族

で
次
の
条
件
を
満
た
す
人
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
め
に
届

け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

退
職
者
本
人
〜
国
民
健
康
保
険
に
加
入

ま
た
は
加
入
予
定
の
人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
な
ど
を
受
給
中
（
た
だ
し
、
年
金
の
加
入
期
間
が

20
年
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
上
で
10
年
以
上
あ
る
こ

と
）
の
65
歳
未
満
の
人
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を
助
成
し
ま
す
。

　

耐
震
改
修　
改
修
工
事
費
の
２
分
の
１
（
限
度
額

60
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

※
要
綱
・
申
込
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
建
築
住
宅
課（
内
線
４
４
０
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　

農
地
事
情
の
改
善
、
農
業
経
営
の
合
理
化
、
農
業

の
振
興
な
ど
農
家
の
地
位
向
上
に
寄
与
す
る
委
員

を
選
ぶ
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
選
挙
で

す
。

告
示
日　

６
月
29
日
㈰　
　

投
票
日　

７
月
６
日
㈰
、
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

立
候
補
予
定
者
説
明
会

と
き　

６
月
20
日
㈮
、
午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
８
会
議
室　

■
選
挙
管
理
委
員
会（
内
線
３
４
０
）

お
は
な
し
の
会
の
日
程
を
変
更
し
ま
す

と
き　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
、
午
前
11
時
〜
11
時

30
分　

※
祝
日
は
休
み
ま
す
。　

と
こ
ろ　

中
地
区
公
民
館　

対
象　

幼
児
・
保
護
者　

■
中
地
区
公
民
館　

☎
%3
１
３
７
６

市
民
交
通
傷
害
保
険
加
入
受
付
中

６
月
加
入　

５
０
０
円　

※
１
人
２
口
ま
で　

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
４
）

情
報
ひ
ろ
ば



  募　集

無
事
故
優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

対
象　

自
動
車
運
転
免
許
証
を
取
得
後
10
年
以
上

で
、
取
得
後
、
継
続
し
て
運
転
に
従
事
し
、
自
分
が

原
因
と
な
る
交
通
事
故
を
10
年
以
上
起
こ
し
た
こ

と
が
な
く
、
交
通
違
反
お
よ
び
罰
則
刑
以
上
の
犯
罪

行
為
も
そ
れ
ぞ
れ
５
年
以
上
な
い
人
で
、
交
通
安
全

協
会
に
入
会
し
て
い
る
人

※
原
付
免
許
も
含
み
ま
す
。

基
準
日　

５
月
31
日
㈯　

表
彰
の
種
類　

○
県
表
彰　

20
年
以
上
、
30
年
以
上

○
市
表
彰　

10
年
以
上
、
15
年
以
上
、
25
年
以
上  

○
全
日
本
緑
十
字
銅
章　

県
表
彰
後
、
３
年
以
上

持
参
品　

表
彰
上
申
書
（
交
通
安
全
協
会
で
配
布
）、

無
事
故
無
違
反
証
明
書
（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
発
行
）、
運
転
免
許
証
、
印
か
ん

申
請
期
間　

６
月
２
日
㈪
〜
30
日
㈪　
　

■
大
村
市
交
通
安
全
協
会　

☎
%3
９
８
８
９

斎
場（
火
葬
場
）
の
利
用
に
つ
い
て

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時　

休
場
日　

１
月
１
日
お
よ
び
毎
月
第
１
友
引
日　

※
斎
場
を
ご
利
用
に
な
っ
て
出
た
ご
み
は
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。　

■
斎
場　

☎
%4
５
５
８
２　

　

大
村
都
市
開
発　

☎
%4
４
１
５
１
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○ 

こ
ぎ
つ
ね
コ
ン
と
こ
だ
ぬ
き
ポ
ン

○ 

グ
リ
ー
ン
ヴ
ァ
レ
ー
物
語

       

〜
ポ
ウ
さ
ん
の
カ
ヌ
ー

○ 

赤
毛
の
ア
ン

■問い合わせ
視聴覚ライブラリー　☎%4３１６１

西
大
村
地
区
コ
ミ
セ
ン
　

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

市
コ
ミ
セ
ン

　

午
前
10
時
〜
11
時

入
場
無
料
で
す
。お
た
の
し
み
に
‼

入
場
無
料
で
す
。お
た
の
し
み
に
‼

６
月
14
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

６
月
７
日
㈯

■問い合わせ
中地区公民館 ☎%31376

入
場
無
料
で
す
。

   

直
接
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料
で
す
。

   

直
接
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

テ
ー
マ

持
参
品

中
地
区
公
民
館

「
梅
雨
」

は
さ
み
、ボ
ン
ド

つ

ゆ

と
こ
ろ　

情
報
交
流
プ
ラ
ザ

定
員　

各
講
座
20
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
、ま
た
は
e
メ
ー
ル
に
希
望

講
座
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
場
合
、

件
名
に
「
Ｉ
Ｔ
講
習
会
申
込
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
８
５
６
｜
０
０
２
２ 

雄
ヶ
原
町

１
２
９
８
｜ 

29  

大
村
市
情
報
交
流
プ
ラ
ザ

　

  plaza@
octp-net.ne.jp

■
情
報
交
流
プ
ラ
ザ　

☎
%0
０
０
９
５

市
営
住
宅
入
居
者

申
込
期
限　

６
月
10
日
㈫

入
居
日　

７
月
１
日
㈫

抽
選
日
お
よ
び
場
所　

６
月
20
日
㈮
、
午
前
10
時
、

市
民
会
館

※
空
き
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住
宅
課
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
犬
（
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
除
く
）、
猫
な
ど
の

ペ
ッ
ト
類
は
飼
育
で
き
ま
せ
ん
。

■
大
村
都
市
開
発　

☎
%4
４
１
５
１

講座
番号 内　容 対象 と　き（7 月） 申込期限

10
はじめてのはがき
作成

初めて筆ぐるめを使用す
る人

1日（火）、3日（木）、5日（土）6月17日（火）

11
はじめての文書
作成

初めてワード2003を使用
する人、ワードを基礎から
学びたい人

8日、15日、22日

毎週火曜日
6月24日（火）

12
はじめてのパソコ
ン入門（XP 編） パソコン初心者

10日、17日、24日
毎週木曜日

6月26日（木）

13
はじめての表計
算

初めてエクセル2003を
使用する人、エクセルを
基礎から学びたい人

12日、19日、26日

毎週土曜日
6月28日（土）

※時間はいずれも午後1時30分〜3時30分、テキスト代　各講座1,050円

Ｉ
Ｔ
講
習
会
受
講
生



中
央
公
民
館
・
農
林
整
備
課
共
催

「
第
７
回
お
お
む
ら
の
木
ふ
れ
あ
い
ツ

ア
ー
」
参
加
者

　

樹
齢
２
６
０
年
の
萱
瀬
杉
や
林
業
作
業
を
見
学

し
、
森
林
の
大
切
さ
を
体
感
し
ま
す
。

と
き　

６
月
28
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

集
合　

市
コ
ミ
セ
ン

定
員　

30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

申
込
方
法　

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

連
絡
先
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
８
５
６
｜
０
８
３
６　

幸
町
25 

｜ 

33

「
お
お
む
ら
の
木
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
」
係

申
込
期
限　

６
月
18
日
㈬

■
市
コ
ミ
セ
ン　

☎
%4
３
１
６
１

「
裁
判
員
っ
て
何
ば
す
っ
と
ね
？
」
参
加
者

　

平
成
21
年
５
月
か
ら
は
じ
ま
る
裁
判
員
制
度
に

ち
な
み
、
裁
判
所
で
刑
事
裁
判
の
傍
聴
と
模
擬
評

議
を
体
験
し
ま
す
。

と
き　

６
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮
、
い
ず
れ
も
正
午

〜
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

長
崎
地
方
裁
判
所
お
よ
び
長
崎
家
庭
裁

判
所
（
集
合
は
市
コ
ミ
セ
ン
）

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

受
講
料　

２
０
０
円

申
込
方
法　

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

連
絡
先
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
８
５
６
｜
０
８
３
６　

幸
町
25 

｜ 

33

「
裁
判
員
っ
て
何
ば
す
っ
と
ね
？
」
係

申
込
期
限　

６
月
10
日
㈫

■
市
コ
ミ
セ
ン　

☎
%4
３
１
６
１

※
詳
し
く
は
、厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.w

hlw
.go.jp

）
の
主
要
施
策
関
連
情
報
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

■
長
崎
県
連
合
遺
族
会

☎
０
９
５
（
８
４
３
）
３
５
８
５

  募　集
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■
子
育
て
支
援「
ぽ
か
ぽ
か
」
ス
タ
ッ
フ

と
き　

毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時
〜
３
時　

と
こ
ろ　

中
地
区
公
民
館　

対
象　

人
形
劇
や
手
遊
び
に
興
味
が
あ
る
人

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
８
５
６
｜
０
８
１
４　

松
並
１
丁
目

２
４
６
｜
５　

■
中
地
区
公
民
館　

☎
%3
１
３
７
６

市
民
プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
監
視
員

期
間　

７
月
19
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈰

対
象　

高
校
生
（
学
校
の
許
可
が
必
要
で
す
）・
大
学

生
・
成
人

※
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
、
炎
天
下
で
の
勤
務
が
可
能
な
人

定
員　

50
人
程
度

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
勤
務
希
望
時
間
帯

（
早
出
・
中
出
・
遅
出
、
各
８
時
間
）
を
記
入
の
う
え

直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜
８
日
㈫

■
大
村
市
振
興
公
社　

☎
@0
７
２
０
９

戦
没
者
の
遺
骨
収
集
・
慰
霊
巡
拝
事
業

参
加
者

遺
骨
収
集　

ザ
バ
イ
カ
ル
地
方
、
モ
ン
ゴ
ル
（
ノ

モ
ン
ハ
ン
）、フ
ィ
リ
ピ
ン
、東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
硫
黄
島

慰
霊
巡
拝　

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
・
ユ
ダ
ヤ
自
治

州
、
沿
海
地
方
、
ア
ル
タ
イ
地
方
・
ケ
メ
ロ
ボ
州
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

パ
ラ
オ
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、ビ
ス
マ
ー

ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
硫
黄
島　

実
施
予
定
時
期　

６
月
下
旬
〜
平
成
21
年
３
月

大
村
競
艇
プ
チ
体
験
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
レ
ッ

ス
ン
ツ
ア
ー
参
加
者

と
き　

６
月
１
日
、
15
日
、
22
日
、
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
５
時　

と
こ
ろ　

大
村
競
艇
場
内
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
プ
ル

シ
ー
ト

対
象　

20
歳
以
上
の
競
艇
初
心
者　

※
参
加
者

は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
員
に
加
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
込
方
法　

実
施
日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。　
　

大
村
競
艇
場
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
者

と
き　

開
催
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
主
催
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
を
除
く　

と
こ
ろ　

イ
ベ
ン
ト
広
場　

※
雨
天
時
も
開
催
可

支
援
内
容　

施
設
お
よ
び
音
響
設
備
の
利
用
料
無

料
な
ど

申
込
方
法　

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
ズ

対
象　

法
人
ま
た
は
団
体
で
、
20
歳
以
上
の
成
人

10
人
以
上
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

会
費　

年
額
１
０
，
０
０
０
円

特
典　

場
内
食
事
券
な
ど　

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
大
村
市
競
艇
企
業
局　

☎
%4
１
１
１
１

6 

%4
１
０
０
１



環　境

　

紙
を
折
っ
て
切
っ
て
開
く
だ

け
で
、す
て
き
な
絵
柄
が
で
き

る
切
り
紙
。あ
な
た
も
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

人
気
脚
本
家
の
著
者
が
、奇

想
天
外
な
「
あ
り
ふ
れ
た
」

日
々
を
綴
っ
た
新
聞
連
載
エ
ッ

セ
イ
第
６
弾
。

「
役
者
気
取
り

     
〜
三
谷
幸
喜
の
あ
り
ふ
れ
た
生
活
６
〜
」

三
谷
幸
喜
著  

朝
日
新
聞
社

「
か
わ
い
い
切
り
紙
レ
ッ
ス
ン

    

〜
つ
く
り
方
の
基
礎
か
ら
楽
し
む
ア
イ
デ
ア
ま
で
〜
」

主
婦
の
友
社

ホームページ http://www.lib.omura.nagasaki.jp

■問い合わせ　市立図書館
☎%22457 6%22514
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こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
登
録
団
体
募
集

対
象　

３
歳
以
上
の
幼
児
か
ら
高
校
生
お
よ
び
活
動

を
支
え
る
大
人
を
含
む
団
体

活
動
内
容　

自
然
観
察
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
環
境
活
動
に
取
り
組
み
、

環
境
保
全
の
大
切
さ
を
学
習
し
ま
す
。

登
録
料　

無
料

登
録
先　

環
境
保
全
課
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

※
登
録
す
る
と
、
日
本
環
境
協
会
「
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
全
国
事
務
局
」
か
ら
会
員
全
員
に
環
境
記
録

ノ
ー
ト
や
バ
ッ
ジ
な
ど
が
進
呈
さ
れ
ま
す
。

精
霊
船
申
し
合
わ
せ
事
項
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

精
霊
流
し
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
初

盆
を
迎
え
る
ご
家
庭
で
、
精
霊
船
を
注
文
、
ま
た
は

作
る
場
合
は
、
町
内
会
連
合
会
の
申
し
合
わ
せ
に

よ
り
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
大
き
さ
は
、
全
長
３
ｍ
以
下
（
み
よ
し
部
分
を
含

む
）、全
幅
２
ｍ
以
下
、高
さ
３
ｍ
以
下（
担
い
だ
と
き
）

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
材
料
は
控
え
る

※
詳
し
く
は
、
広
報
お
お
む
ら
８
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
出
前
講
習
会

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
原
料
に
「
生
ご
み
堆

肥
・
ぼ
か
し
の
作
り
方
」
の
出
前
講
習
会
を
行
い
ま

す
。

対
象　

町
内
会
や
職
場
な
ど
10
人
以
上
の
団
体

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

空
き
地
の
雑
草
は
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う

　

雑
草
が
茂
っ
た
空
き
地
は
、
病
害
虫
の
発
生
源

や
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄
場
所
に
な
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
は
、
随
時
適
正

な
維
持
・
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
環
境
保
全
課
（
内
線
１
４
２
〜
１
４
４
）

違
反
広
告
物
を
除
去
し
ま
す

　

電
柱
や
街
路
樹
な
ど
に
は
り
紙
・
は
り
札
・
広

告
旗
・
立
て
看
板
な
ど
を
掲
出
す
る
こ
と
は
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
斉
除
却
を
行
い
ま
す

の
で
、６
月
９
日
㈪
ま
で
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

一
斉
除
却
期
間　

６
月
10
日
㈫
〜
30
日
㈪

■
都
市
計
画
課（
内
線
４
３
２
）

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☎
%0
1
2
1
6

6月の
１
０
０
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

作
品
募
集
中

四
季
・ま
つ
り・
風
景
展

第1回

6月30日
締め切り

祝

　

藤
田
ト
ミ
さ
ん
（
明

治
41
年
5
月
1
日
生

ま
れ
）
が
め
で
た
く
１

０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、

入
所
先
の
施
設
で
ご

家
族
と
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
お
元
気
で
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。

!!

書
道（
馬
場
恵
峰
）

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト（
ジ
ュ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ
）

写
真（
長
岡
裕
子
）

３
D
ア
ー
ト
ビ
ー
ズ
、デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
　

（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
G
）

（
ジ
ャ
ッ
ク・ギ
ャ
ロ
ッ
ト
）

絵
画
、写
真
、メ
ッ
セ
ー
ジ

６
日
〜
11
日

１
日
〜
５
日

12
日
〜
16
日

17
日
〜
23
日

24
日
〜
30
日



ＤＵＯ ＣＯＮＣＥＲＴ
７/４㈮

日本を代表するミュージカル女優のアコースティック・コンサート

島田歌穂&島健

開演　19:00
さくらホール

さくらホール

全席指定
3,000円

楠声会合唱団大村演奏会
７/21（月・祝）

来場者の中から抽選で、ORC鹿児島往復ペア航空券２組が当たります!!

開演　14:00 全席自由
前売 1,000円（当日1,500円）

シーハットおおむら開館10周年特別企画

さ
く
ら
ホ
ー
ル

【問い合わせ】　シーハットおおむら  〒856-0836  幸町25-33  ☎@07200      info@seahat.jp 

好評
発売中

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
と「
フ
ォ
ー
レ
の
レ
ク
イ
エ
ム
」を
共
演

12
月
21
日
㈰

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
　

７
月
20
日
㈰
、①
13
時 

②
18
時

総
合
指
導
　

松
川
暢
男

課
題
曲
　

フ
ォ
ー
レ
の
レ
ク
イ
エ
ム
よ
り

対
象
　

中
学
生
以
上
で
月
２
回
程
度
の

練
習
に
参
加
で
き
る
人

申
込
期
限
　

７
月
６
日
㈰

参
加
費
　

３
，０
０
０
円

シ
ー
ハ
ッ
ト
混
声
合
唱
団
参
加
者
募
集

【問い合わせ】　男女共同参画推進センター  ☎%48715

な ん せ い か い

デュオ　コンサート

いや

55年の歴史を誇る、男たちの力強く心癒す男声合唱

詳しく知ろう、医療保険の制度改正（長寿高齢者医療ほか）
パソコン講座～オリジナル便せんと封筒のつくり方

パソコン講座～チラシのつくり方
10:00～12:00

13:30～15:00

10:00～12:00４日（金）

５日（土）

７日（月）

㈫８㈮7/４

期間中、参加協力団体のパネル展を開催し
ます。 9:00～20:00　※最終日は15:30まで

人権啓発講演会「一見ラブラブのカップルに暴力がある！
　　　　　　　　あなたのお子さんは大丈夫ですか？」
講師　中田慶子氏（DV防止ながさき代表）

  1日～  4日　ボートボーイ杯
  3日～  8日　住之江ナイター
  5日～10日　GⅠ多摩川周年
  5日～10日　GⅠ津周年
  9日～13日　若松ナイター
11日～15日　大村菖蒲祭競走
11日～15日　蒲郡ナイター
14日～19日　GⅠ住之江DCナイター
16日～17日　桐生ナイター
16日～19日　GⅠ丸亀周年
20日～23日　NBC杯
20日～23日　若松ナイター
24日～29日　SGグラチャン(芦屋)
24日～29日　蒲郡ナイター 

６月の大村競艇

と　き

ところ 男女共同参画推進センター「ハートパル」（総合福祉センター３階）

※緑文字は自場開催

18広報おおむら  2008年6月号

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
職
員
募
集

◆
職
種　

審
判
員
、検
査
員（
１
年
間
の
研
修
あ
り
）　

◆
採
用
人
数　

若
干
名　

◆
応
募
資
格　

26
歳
未
満
で
４
年
生
大
学
を
卒
業
し
た
人（
平
成
21
年
３
月

卒
業
見
込
み
含
む
）　

◆
申
込
期
限　

６
月
30
日
㈪　

■
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
大
村
事
業
所　

☎
%2
６
１
９
４



ミ
ニ
情
報

19 広報おおむら  2008年6月号

◎
一
般
寄
付

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ
▼
大
村
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

連
合
会

ベ
イ
サ
イ
ド
大
村
へ
▼
平
野
重
郎
▼
森
山
育
子
▼
大
村
吟
詠
会
▼

琴
花
園

三
彩
の
里
へ
▼
川
添
亨
▼
信
愛
エ
キ
ス
プ
レ
ス
▼
堂
山
主
税

泉
の
里
へ
▼
上
村
幸
三
▼
鵜
瀬
フ
ヂ
エ
▼
浦
川
末
子
▼
浦
洋
子
▼

圓
城
寺
剛
▼
川
崎
マ
ス
子
▼
川
添
満
寿
美
▼
国
広
ミ
ヤ
子
▼
黒
川

征
治
▼
小
松
智
香
子
▼
志
水
悦
子
▼
高
崎
節
子
▼
田
中
茂
夫
▼
土

屋
昇
▼
朝
野
英
臣
▼
長
井
猪
一
郎
▼
仲
光
春
江
▼
鍋
内
義
文
▼
西

原
イ
ツ
子
▼
野
口
ミ
ツ
子
▼
平
野
重
郎
▼
藤
間
勘
巳
満
▼
本
田
國

義
▼
水
口
秀
則
▼
山
下
憲
子
▼
余
悟
和
子
▼
小
玉
和
裁
教
室
▼
大

窪
淡
藤
会
▼
松
原
福
寿
会
華
の
会
▼
活
水
高
校
ダ
ガ
グ
ル
ー
プ
▼

向
陽
高
等
学
校
▼
長
崎
短
期
大
学
▼
創
成
館
高
等
学
校
▼
長
崎
県

福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課

光
と
緑
の
園
へ
▼
中
地
区
お
話
し
の
会
▼
琴
花
園

う
ぐ
い
す
の
丘
へ
▼
野
口
ハ
ツ
▼
平
川
美
雪
▼
福
島
百
江
▼
徳
田

節
子
▼
福
田
志
津
子
▼
一
瀬
志
明
代
▼
柳
原
憲
臣

め
ぐ
み
荘
へ
▼
永
野
寛
十
▼
三
根
照
子
▼
城
山
ス
ミ
エ
▼
児
玉
稲

樹
▼
田
中
安
男
▼
児
玉
栄
子
▼
溝
江
孝
▼
山
上
吉
秀
▼
岩
永
勝
美

箕
望
荘
へ
▼
高
木
範
明

県
央
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
▼
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村

大
村
子
供
の
家
へ
▼
赤
水
清
春
▼
橋
口
隆
▼
植
木
健
▼
本
陣
通
り

婦
人
会
▼
長
崎
新
聞
地
方
紙
正
月
連
合
企
画
係

ふ
る
里
へ
▼
浦
崎
美
代
子
▼
古
瀬
恭
孝
▼
山
崎
弘
子
▼
古
賀
茜
▼

吉
丸
里
江
子
▼
小
野
ゆ
か
り
▼
水
上
喜
代
美
▼
松
本
貴
代
子
▼
並

波
み
ど
り
▼
山
口
勝
義
▼
田
崎
勝
子

松
原
の
さ
と
へ
▼
下
見
正
次

ご
寄
付
・
ご
好
意

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

◎
消
防
設
備
士（
甲
・
乙
種
）
試
験

と
き　

８
月
24
日
㈰
、
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

長
崎
大
学
経
済
学
部（
長
崎
市
）、
県
立
佐
世
保
工
業
高

校（
佐
世
保
市
）

申
込
期
間　

6
月
25
日
㈬
〜
7
月
9
日
㈬

受
験
手
数
料　

甲
種
５
，
０
０
０
円
、
乙
種
３
，
４
０
０
円

★
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部　

　

☎
０
９
５
（
８
２
２
）
５
９
９
９

◎
地
域
の
お
茶
の
間（
サ
ロ
ン
）
づ
く
り
研
修
会

と
き　

６
月
23
日
㈪
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。　

★
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
%3
１
３
５
１

◎
平
成
20
年
度
調
理
師
試
験

と
き　

８
月
１
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　
（
長
崎
会
場
）
長
崎
県
農
協
会
館
、（
佐
世
保
会
場
）
ア
ル

カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
、（
諫
早
会
場
）
な
が
さ
き
看
護
セ
ン
タ
ー

受
験
願
書
受
付
期
間　

６
月
２
日
㈪
〜
９
日
㈪　

★
長
崎
県
央
保
健
所　

☎
@6
３
３
０
４

◎「
新
し
い
時
代
の
日
本
文
化
と
国
際
交
流
」
講
演
会

と
き　

６
月
15
日
㈰
、
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

講
師　

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
氏
（
長
崎
総
合
科
学
大
学

人
間
環
境
学
部
教
授
）　　

★
大
村
市
医
師
会
事
務
局　

☎
%4
０
１
５
１

◎
こ
こ
ろ
の
講
演
会
〜
つ
な
が
る
い
の
ち
〜

と
き　

６
月
28
日
㈯
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

演
題　

①
子
育
て
と
親
の
育
ち　

②
自
殺
の
影
に
潜
む
も
の

講
師　

①
本
間
博
彰
氏（
宮
城
県
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
）

②
山
口
和
浩
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遺
族
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｒ
ｅ
代
表
）

★
大
村
共
立
病
院　

☎
%3
１
１
２
１

◎
大
村
少
年
合
唱
団
定
期
演
奏
会

と
き　

６
月
22
日
㈰
、
午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館

入
場
料　

４
５
０
円

★
大
村
少
年
合
唱
団
育
成
会（
浦
川
）　

☎
%5
０
５
０
１

すべて無料で行っています。
お気軽にご相談ください。

６月の定例相談日

６月の健康テレホン

■申し込み・問い合わせ
　地域げんき課 市民110番
　☎%34111（内線193）

☎095（826）5511（長崎）
☎0956（23）4300（佐世保）

※法律相談（10：00～15：00）は事前にご
予約ください。（電話でも受け付けます）
※そのほかの相談は、相談時間に直接お
越しください。ただし、終了間際にお越
しになると相談に応じられない場合が
ありますので、早めにお越しください。
※法律・行政書士・不動産・人権相談は、相
談員が交代制となっています。
　（詳しくは、お問い合わせください）

4日（水）

5日（木）

10日（火）

11日（水）

17日（火）

12日（木）

18日（水）

24日（火）

10：00～15：00

10：00～16：00

10：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

9：30～正午

人 権 相 談

行 政 書 士 相 談

行 政 相 談

特設人権相談

不 動 産 相 談

契 約・遺 言 相 談

事前予約制
法 律 相 談

事前予約制
法 律 相 談

交 通 事 故 相 談

27日（金）

㈪～食中毒
㈫～頭を打ったとき、どうすればいいでしょうか？

㈯㈰～膣の乾燥感
㈮～口や舌の渇き
㈭～まぶたが垂れ下がる－高齢者の眼瞼下垂－
㈬～高熱が続く病気－川崎病－

かわ

がんけんかすい

ちつ

　

大
村
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ア
カ

デ
ミ
ー
か
ら
「
す
こ
や
か
福

祉
基
金
」
へ
寄
付
金
と
し
て
、

50
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
５
／
７
）

◎
香
典
返
し

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ
▼
蓮
本
末

男
▼
田
崎
利
平



※写真はこどもセンター
を訪れたお友だちです。

●
児
童
手
当
現
況
届
け
の
提
出
は

６
月
中
に

受
付
期
間
　

6
月
2
日
㈪
〜
30
日
㈪

受
付
場
所
　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、福
祉
政
策
課
、

住
民
セ
ン
タ
ー

住
民
セ
ン
タ
ー
の
受
付
日
程

持
参
品
　

児
童
手
当
現
況
届（
5
月
下
旬
に
発

送
し
た
も
の
）、印
か
ん
、勤
務
先
で
現
況
届
に
年

金
加
入
証
明
を
し
た
も
の
、ま
た
は
保
険
証
の
コ

ピ
ー（
厚
生
年
金
等
加
入
者
）、所
得
証
明
書（
平

成
20
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た
人
）

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、６
月
か
ら
の
支
給
が

停
止
さ
れ
ま
す
。必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
６
月
の
幼
稚
園
開
放
日

対
象
　

平
成
14
年
4
月
2
日
〜
平
成
16
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
稚
園
な
ど
に
通
園
し
て

い
な
い
幼
児

と
き
・
と
こ
ろ

2
日
㈪
　

大
村
幼
稚
園 

☎
52
2
5
4
9

5
日
㈭
　

放
虎
原
幼
稚
園 

☎
52
3
5
6
4

11
日
㈬
　

竹
松
幼
稚
園 

☎
55
8
3
0
1

18
日
㈬
　

鈴
田
幼
稚
園 

☎
53
1
5
5
1

19
日
㈭
　

福
重
幼
稚
園 

☎
55
8
7
4
1

25
日
㈬
　

松
原
幼
稚
園 

☎
55
8
7
2
1

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ 

教
育
総
務
課（
内
線
３
７
１
）

●
マ
マ
パ
パ
学
級
参
加
者
募
集

　

妊
娠
中
か
ら
み
ん
な
で一
緒
に
子
育
て
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と
き
　

6
月
11
日
㈬
　

午
後
７
時
〜

と
こ
ろ
　

大
村
市
医
師
会
館

　

東島 謙くん
（1歳6か月）

ひがしじま　けん

松村 麻衣ちゃん
（4歳2か月）

まつむら　 ま   い

子
育
て
・
健
康

　
　
　
　

問い合わせ先の記載がないものは、こども政策課（こどもセンター内☎%49100）にお問い合わせください。

マタニティカフェ

チャレンジ！パパ  パート１
（歯の話、もく浴体験）

チャレンジ！パパ  パート2
（妊婦体験、交流会ほか）

300円
（材料費）

300円

6月18日（水）
13：30～16：00

7月6日（日）
10：00～12：30

7月27日（日）
10：00～12：30

参加料
（1人）内　　容 と　き

と　　　き と　こ　ろ

  9日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

16日（月）

18日（水）

9：00～正  午

9：00～16：00

三浦住民センター

鈴田住民センター

福重住民センター

萱瀬住民センター

松原住民センター

竹松住民センター

中地区住民センター

内
容
　

「
自
己
主
張
し
す
ぎ
る
親
と
現
代
の
子
ど
も
た
ち
」

　
　
　

  

〜
増
え
続
け
る
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
〜

参
加
料
　

無
料

講
師
　

古
賀　

義
氏 

（
長
崎
純
心
大
学
教
授
）

■
問
い
合
わ
せ
　

大
村
市
医
師
会
　

☎
%4
0
1
5
1

●
救
急
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

と
き
　

6
月
14
日
㈯
　

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ
　

植
松
保
育
園

内
容
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
　

植
松
保
育
園
　

☎
%4
５
０
５
６

●
６
月
は
食
育
月
間
で
す

〜「
楽
食
」か
ら
元
気
で
豊
か
な「
お
お
む
ら
」づ
く
り
〜

　

「
楽
食
」と
は
、一
家
団
ら
ん
の
楽
し
い
食
事
、食
卓
の
意
味
で
、

大
村
市
で
つ
く
っ
た
造
語
で
す
。週
に
1
回
は
家
族
で
食
卓
を
囲

み
、楽
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
、「
食
」へ
の
関
心
や
感

謝
の
心
を
は
ぐ
く
み
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
6
月
は「
食
育
月
間
」、毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」で

す
。「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」食
べ
た
ら
よ
い
か
、望
ま
し
い
食
事
の

と
り
方
や
お
お
よ
そ
の
量
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
た「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」を

活
用
し
、自
分
自
身
ま
た
は
家
族
の
食

生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。「
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
」は
国
保
け
ん
こ
う
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

国
保
け
ん
こ
う
課
（
内
線
1
4
1
）

食事バランスガイド

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
施
設
紹
介

○
ふ
れ
あ
い
交
流
室
…
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
２
階
に
乳

幼
児
と
親
が
自
由
に
遊
べ
る
部
屋
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

﹇
利
用
時
間
﹈
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）、

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

た
だ
し

ら
く
し
ょ
く
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子育て・健康カレンダー
2008

　6 月

中村医院
［内科・小児科］
東本町☎○52 2733

計屋眼科医院
［眼科］
乾馬場町☎○52 6888

貞松歯科医院
坂口町☎○20 7808

秋櫻醫院
［内科・リウマチ科］
諏訪2丁目☎○53 9990

平松整形外科医院
［整形外科］
富の原2丁目☎○27 4422

南歯科医院
東本町☎○52 2262

髙島脳神経内科
［神経内科・内科］
池田2丁目☎○48 7777

前川クリニック
［外科・消化器科］
植松1丁目☎○53 6866

加島歯科小児歯科医院
乾馬場町☎○52 2809

牧山医院
［内科・外科］
宮小路2丁目☎○55 7831

たしろ医院
［内科・外科］
大川田町☎○28 8686

まつかわ歯科医院
西大村本町☎○54 3988

　　

川本内科医院
［内科］
久原1丁目☎○54 5675

むたクリニック
［整形外科・消化器科］
古町2丁目☎○52 4501

蔵田歯科医院
原口町☎○55 3565

おはなしの会
11：00～、市立図書館

ベビーマッサージ
11：00～対象0歳児

1歳児のお部屋
10：00～正午

子育てしゃべり場
10：00～　●申
おっぱいの悩みいろいろ

出前子育てつどい●申
郡地区公民館
■北地区子育て支援センター

子育てとなり組●申  
今富公民館

子育てとなり組●申  
富の原2丁目公民館

キッズふれあい遊び
10：00～
エアーマットで遊ぼう（2歳以上）

2歳児のお部屋
10：00～正午

ベビーマッサージ
11：00～対象0歳児

子育てとなり組●申
小路口町公民館

子育てとなり組●申 
沖田町公民館

子育てとなり組●申 
西大村本町公民館

出前子育てつどい●申
郡地区公民館
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申
鈴田幼稚園　3歳児以上
■南地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
放虎原幼稚園　3歳児以上
■西大村地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
松原幼稚園　3歳児以上
■北地区子育て支援センター

献血車巡回日
9：30～11：30
市役所前■国保けんこう課

乳幼児すくすく
健康相談
午前9：30～10：30
午後1：30～3：00

離乳食教室
①10：00～
②11：00～

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

ことばと心の相談室
午後1：30～4：00
・言語聴覚士によるこ
とばの相談

ことばと心の相談室
午後1：30～4：00
・言語聴覚士によること
ばの相談
・臨床心理士による育児
相談

親子愛あい広場
9：30～11：30

ママパパ学級
午後1：30～3：30

親子愛あい広場
9：30～11：30

親子愛あい広場
9：30～11：30

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

耳とことばの相談
午後1：00～3：00
・医師などによる診察、相談
・身体障害者手帳および
補聴器の申請受付
総合福祉センター
■障害福祉課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

■ 問い合わせ
   ○こどもセンター   〒856-0832　本町413-2 ☎54 9100　554 9174
   ○北地区子育て支援センター（昊天宮保育園） ☎○55 0922　○南地区子育て支援センター（鈴田保育園） ☎○49 5388　○西大村地区子育て支援センター（植松保育園） ☎○54 5056

         は「子育てつどい」です。 ●申 は申し込みが必要です。

ベビーマッサージ
11：00～対象0歳児

ベビーマッサージ
11：00～対象0歳児

誕生日のつどい
11：00～

3歳児以上のお部屋
10：00～正午

子育てとなり組●申  
常磐団地自治公民館

出前子育てつどい●申 
昊天宮保育園
■北地区子育て支援センター

今月の子育てつどい
●出前子育てつどい…（6月4日、13日）午前10：00～おしゃべりのつどい、（その他）午前10：00～幼稚園で遊ぼう　
●子育てとなり組…午前10：00～ みんなでおしゃべり
●1歳児・2歳児・3歳児以上のお部屋…ふれあい交流室で自由遊び　
●誕生日のつどい…6月生まれの誕生児を祝おう（誕生月ではない人も参加できます。誕生月の人は事前にこどもセンターへご連絡ください）
●子育てしゃべり場・・・助産師によるアドバイスがあります。食生活改善推進員によるおやつの紹介・試食もあります。先着15組。6月2日（月）9：00～電
　　　　　　　　　話または直接こどもセンターへお申し込みください。　

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

日 月 火 水 木 金

※日曜・祝日の
在宅当番医は、
変更になる場合が
あります。ご確認の
うえお越しください。
●診療時間
午前9時～午後6時
※歯科は
　正午まで

土

3

10

17

24

4

11

18

25

6

13

20

27

7

14

21

28

5

12

19

26

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

※■は問い合わせ
※開催場所・問い合わせを記載していないものは、こどもセンターで行います。

●1歳6か月児健康診査（通知済み）
　…平成18年6月～11月生まれ、または2歳未満の幼児が対象
●3歳児健康診査（通知済み）
　…平成16年6月～12月に生まれ、または4歳未満の幼児が対象
●ふれあいリハビリサロン（初回は電話で申し込み）…40歳以上の人が対象
●ことばと心の相談室・親子愛あい広場（初回は電話で申し込み）
　…ことばの発達が気になるお子さんや、育児でお困りのお母さんが対象
●乳幼児すくすく健康相談
　…計測、栄養・育児相談、心理・歯科相談（午後のみ）（予約不要。母子手帳持参）
　…こころはぐくむ絵本事業で絵本を配布します（対象：1歳児未満）
●離乳食教室…離乳食の相談（予約不要。母子手帳持参）
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●
集
団
健
康
診
査
受
診
者
募
集

受
付
開
始
　

6
月
9
日
㈪
〜

対
象
　

○
40
〜
74
歳
の
大
村
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
（
特
定
健
康
診
査
）
○
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
（
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
）

検
診
の
種
類
　

健
康
診
査
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
、結
核
・
肺
が
ん
検
診
、大
腸
が
ん
検
診

定
員
　

午
前
・
午
後
各
60
人

※
負
担
金
な
ど
詳
し
く
は
広
報
お
お
む
ら
４

月
号
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る「
健
康
診
査
の
し

お
り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
健
康
診
査
受
診
対
象
者
が
変
更

に
な
り
ま
す

変
更
と
な
る
検
診
　

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、歯

周
疾
患
検
診

内
容
　

○
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
…
4
月
1
日

現
在
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳

の
女
性
で
大
村
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

○
歯
周
疾
患
検
診
…
受
診
日
現
在
18
〜
69
歳

の
大
村
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

■
問
い
合
わ
せ
　

国
保
け
ん
こ
う
課

（
内
線
1
4
5
）

●「
健
康
診
査
の
し
お
り
」の
個
別

健
康
診
査
指
定
医
療
機
関
を
変
更

し
ま
す

変
更
内
容
　

○
貞
松
病
院
…
胃
が
ん
検
診
を

追
加　
○
原
外
科
内
科
肛
門
科
…
胃
が
ん・
肺

が
ん・
大
腸
が
ん・
乳
が
ん
検
診
を
追
加　
○
松

井
医
院
…
指
定
機
関
か
ら
削
除

■
問
い
合
わ
せ
　

国
保
け
ん
こ
う
課

（
内
線
1
4
5
）

●
5
月
31
日
〜
6
月
6
日
は
禁
煙
週

間
で
す

　

5
月
か
ら
、
未
成
年
者
の
購
入
防
止
を
目

的
に
I
C
カ
ー
ド
「
t
a
s
p
o
（タ
ス
ポ
）」
が

な
け
れ
ば
自
動
販
売
機
で
の
購
入
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
法
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
利
用

す
る
学
校
、
病
院
、
劇
場
、
百
貨
店
、
事
務

所
、
官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
な
ど
の
管
理
者

は
受
動
喫
煙
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
喫
煙
す
る
本
人
だ
け
で
な
く
、

周
り
の
人
や
家
族
の
健
康
に
も
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
5
月
31
日
〜
６
月
６
日
は
禁
煙

週
間
で
す
。
禁
煙
し
て
た
ば
こ
と
健
康
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

た
ば
こ
対
策
の
3
本
柱

①
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止

②
受
動
喫
煙
の
防
止

③
禁
煙
支
援

■
問
い
合
わ
せ
　

国
保
け
ん
こ
う
課

（
内
線
1
5
2
）

●
６
月
１
日
〜
７
日
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

普
及
週
間
で
す

　

全
国
で
は
H
I
V
感
染
者
、
エ
イ
ズ
患
者

と
も
に
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
19

年
の
新
規
H
I
V
感
染
者
（
速
報
値
）
は
、

初
め
て
１
，０
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。
ま

た
、
新
規
エ
イ
ズ
患
者
は
４
０
０
件
と
、
そ

の
合
計
は
前
年
ま
で
と
比
較
し
て
過
去
最
高

を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
治
療
に
よ
り
発
病
を
遅
ら
せ
た

り
、
症
状
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
期
に
発
見
し
、治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

早
期
発
見
の
た
め
に
、
ま
ず
は
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
検
査
は
匿
名
・
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

と
き
　

6
月
7
日
㈯
、午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　

県
央
保
健
所（
諫
早
市
栄
田
町
）

内
容
　

問
診
、採
血
、結
果
説
明（
約
１
時
間
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

県
央
保
健
所
　

☎
@6
3
3
0
6

●
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

近
年
、食
中
毒
が
年
間
を
通
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
の
多
く
は
、サ
ル
モ
ネ
ラ・
腸
炎
ビ

ブ
リ
オ・
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
の
細
菌
や
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
を
摂
取
す

る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

食
中
毒
の
原
因
と
し
て
は
、不
衛
生
な
調

理
、不
適
切
な
温
度
管
理
、不
十
分
な
加
熱

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

食
品
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

国
保
け
ん
こ
う
課

（
内
線
1
5
2
）

●
予
防
接
種
実
施
中

　

三
種
混
合
、麻
し
ん・
風
し
ん
、日
本
脳
炎
、Ｂ

Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
、年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
か
ら
麻
し
ん・
風
し
ん
予
防
接
種
の
第

3
期（
中
学
1
年
相
当
）、第
4
期（
高
校
3
年

相
当
）も
実
施
し
て
い
ま
す
。該
当
す
る
人
は
早

め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　

こ
ど
も
政
策
課（
内
線
1
7
0
）

子
育
て
・
健
康

と　　　き と　こ　ろ

7月14日（月）

　15日（火）

　16日（水）

　17日（木）

　18日（金）

  9：30～11：00
13：30～15：00
 9：30～11：00
13：30～15：00
  9：30～11：00
13：30～15：00
  9：30～11：00
13：30～15：00
  9：30～11：00
13：30～15：00
  9：30～11：00

鈴田住民センター
溝 陸 公 民 館

福重住民センター
松原住民センター
萱瀬住民センター
竹松住民センター

市 民 会 館

郡 地 区 公 民 館

市 コ ミ セ ン

19日（土）

■
問
い
合
わ
せ
　

国
保
け
ん
こ
う
課

（
内
線
1
4
5
）
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■対　　象　　成人　※「子どもおこと入門」を除く
■申込期限 6月20日（金）
■申込方法 はがきに住所・氏名・ふりがな・
 年令・性別・電話番号・希望する
 講座名（1枚に1講座）を記入
 のうえお申し込みください。
■その他
・申し込み多数の場合は抽選し、結果は
　事前に通知します。
・講座実施日については、会場の都合上、
　変更する場合があります。
・受講料は無料（教材費などは別途実費）

講座
あんない
定例利用グループ連

携講座の

受講生を募集します
。

中央公民館 申し込み・問い合わせ　〒856-0836 幸町25-33　1○543161

曜日・区分

月・午前 着物着付け入門 10人7/14・28・8/4　全3回
月曜日　10：00～12：00 着物の着付け、帯の締め方など着物着付けの基本を学習します。

月・午後 新舞踊入門 10人7月～9月　全10回
毎週月曜日　13：30～14：30

「ひとり薩摩路」の曲にあわせて、扇子の使い方、踊りの基本を
学びます。

火・午後 短歌入門 10人7月～12月　全6回
第4火曜日　13：00～15：00

古来より日本の国民文学として親しまれてきた和歌。
心のよりどころとして一緒に勉強し、作歌してみませんか。

火・夜間 中国語入門 20人7月～9月　全10回
火曜日　19：00～21：00

中国語の初歩を学習します。また料理を通して、
中国の文化にふれます。

火・夜間 フィットネス教室 20人7月　全4回　
毎週火曜日　20：00～21：30 体操・ストレッチ・ダンスを通して楽しく体を動かしてみませんか。

水・午前 フラダンス入門（水） 10人7月～9月　全6回
第1・3水曜日　10：00～11：00

心地よいリズムに乗せて踊る初めてのフラダンスに
挑戦してみませんか。

木・午後 フラダンス入門（木） 10人8月～9月　全4回
第2・4木曜日　13：00～14：30

基本ステップの練習からやさしい入門の曲に合わせて
ハワイアンフラに挑戦します。

金・午前 健康体操教室 10人6/27～7月　全5回
毎週金曜日　10：00～11：30

体操・ストレッチ・ダンスなどで心と体の健康づくりを
してみませんか。

金・夜間 水彩画教室 10人7月～9月　全10回
毎週金曜日　19：00～21：30

鉛筆デッサンや静物、人物などを水彩画で楽しく
描いてみませんか。

金・夜間 箏曲入門 5人7月～9月　全6回
第1・3金曜日　19：00～21：00 日本伝統の箏曲（和琴）にふれてみませんか。

土・午前 子どもおこと入門 小・中学生5人7月～9月　全6回
第2・4土曜日　10：00～12：00 子どもを対象とした和琴入門教室です。

講座名 期　間 内　容

なかちく公民館 申し込み・問い合わせ　〒856-0814 松並1丁目246-5　1○531376

曜日・区分

月・午前 謡曲教室 7/14～8/11　全3回
第2・4月曜日　9：30～12：00

お腹の底から発声することは、健康増進に最適です。
謡曲の世界を体感します。

火・午前 健康体操教室 9/2～9/30　全4回
毎週火曜日　10：00～11：30

誰にでもできるやさしいストレッチやエクササイズで、
心も体もリフレッシュします。

火・夜間 水墨画教室 7/15～9/16　全6回　第1・3火曜日
※7月は第3・5火曜日　19：00～21：00

筆づかいの基本を学びます。墨がもつ不思議な魅力に
ふれてみませんか。

木・午前 大正琴教室 7/3～8/28　全6回
毎週木曜日　10：00～12：00

毎回簡単にできる曲を演奏します。大正琴の美しい
音色に心酔わせてみませんか。

土・午後 ヨガ教室 7/19～9/27　全6回　第3・4土曜日
※8月は第4・5土曜日　13：30～15：00

正しい呼吸法を知り、心身のバランスを整えます。
美容と健康に最適です。

木・午後 新舞踊教室 7/3～8/7　全6回
毎週木曜日　13：00～16：00

扇子の使い方や踊りの基本を体験します。
健康づくり、仲間づくりにもどうぞ。

講座名 期　間 内　容

対象・定員

郡地区公民館 申し込み・問い合わせ　〒856-0806 富の原2丁目382-1　1○55 3337

曜日・区分

火・午後 手軽に生ける！
いけばな教室

楽しい！
フラダンス教室
和のおもてなし！
茶道教室
一緒に歌おう！
コーラス教室
笑顔で楽しく！

健康体操教室
若さと健康を保つ！
太極拳教室
楽しく踊ろう！
舞踊教室

5人7/8～8/26　全4回
第2・4火曜日　13：00～15：00 安達流の生け花で、心和む時間を過ごします。

水・午前 10人7/2～8/27　全4回
第1・4水曜日　9：30～12：00 美しいフラソングにのって華麗に踊ります。

水・午後 10人7/2～8/20　全4回
第1・3水曜日　13：30～16：00 心の安らぎを感じながら宗偏流茶道の知識を習得します。

木・午前 30人7/10～8/21　全4回
第2・4木曜日　10：00～12：00 美しいハーモニーで心のリフレッシュを図ります。

金・午前 10人7/4～8/8　全6回
毎週金曜日　10：00～11：30 体に無理なく、誰でもできる簡単な健康体操です。

金・夜間 20人7/4～7/25　全4回
毎週金曜日　19：30～21：30

ゆっくりとした呼吸と動きにより、日ごろの緊張感をほぐし
リラックスしませんか。

土・午後 10人7/5～8/9　全6回
毎週土曜日　14：00～16：00 楽しく踊って、しなやかな身のこなしを身につけます。

講座名 期　間 内　容 対象・定員

5人

20人

15人

10人

5人

15人

対象・定員

そうきょく
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■問い合せ：大村市観光コンベンション協会  1○52 3605

オープニング
大村フラワー大使紹介
花ショウブ苗プレゼント（先着200人）
おおむらくじら太鼓
ＹＯＳＡＫＯＩダンスフェスタin大村公園
花ショウブの苗ゲット YES・NOクイズ
箏演奏（箏曲生田流筑紫会）
花ショウブの苗ゲット YES・NOクイズ
民踊（大村民踊愛好会）
終了

と　き：
ところ：
内　容：

■問い合せ：お口の健康フェスティバル実行委員会
　　　　（大村東彼歯科医師会）1○54 1006

6月8日（日） 10：00～14：00　※9：30からオープニングセレモニー
シーハットおおむら 教養文化棟・さくらホール
●お口の健康チェック
　生活習慣病・歯・歯ぐき・だ液からお口の健康度を判定します。
　対象：18歳以上  個人負担金：100円  先着180人
　※受診者にはお口の健康グッズをプレゼントします。
●さくらホール
　 9：30
　10：00
　10：40

●展示・イベントコーナー
・お口の健康相談 ・むし歯菌観察 ・介護用品（口腔内清掃器具など）展示
・標語・図画ポスター展示コーナー ・ブラッシングコーナー
・キッズランドで遊ぼう ・わくわくランド ・長崎歯科技術専門学校紹介
・手形作り体験 ・長崎歯科衛生士専門学校紹介
・みんなでつくろう！健口クッキング ・もぐもぐゴックン食べリハビリ
・大村市の「お口の健康関連事業」
・あなたの街のケーブルテレビ オクト・パルス

10：30～

10：40～
11：00～
11：30～
13：30～
13：50～
14：30～
14：50～
15：50
※このほか、野点（表千家）、大村フラワー大使撮影会など
多彩な催し物を予定しています。

6月1日（日）
10：30～15：50  

大村公園内板敷櫓下

と　き

ところ

※雨天中止

〜
じ
ょ
う
ぶ
な
歯 

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
〜

ご来場の皆さんにプレゼントを用意しています！

西大村中学校吹奏楽部演奏
開会式・むし歯ゼロコンテスト表彰式
劇「ねずみのすもう」「大村にNewHero登場」
　「さっちんの夢のおは（歯）なし」
ビデオ上映「朝ごはん食べた？」「お口のなかたんけん」

いたじきやぐら

こと

の  だて

人口 91,314人（＋330）　男 43,718人（＋192）　女 47,596人（＋138）　世帯数 37,347世帯（＋236）
　

大村市の人口（4月末現在）
※（　）内は先月比（住基・外登法に基づく）
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